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私 たち に 与 え られた"デ ータバ ンクHと い う研 究課 題 は.極 め て取 り

組 み に くい テ ーマ で あ る。研 究 会 を 組織 して正 式 な研 究 を始 め る 前 に ,

所謂 ブ レ ー ン ・ス トー ミング的 な 自 由討論 を 必要 とす る と考 えた 。

そ の 意味 にお いて,ま ず,学 識経 験 者に 集 って頂 き,研 究 テ ーマを設

定 しな い懇 談 会 を数 回開 い た 。 この 討論 を通 じて,デ ータ バ ンク とは何

を 意 味す るか,ま た,ど の よ うな 研 究 アプ ロ ーチ が適 切 で あ るか を見 出

す こと につ とめ た 。

つ つ い て ,す で に活 動 を始 め て い るデ ー タバ ンクの現 状 と問 題点 を把

握 す る た め に,ア メ リカ と日本 の デ ー タバ ンク の現状 報 告 を 出 発点 とす

る シ ンポジ ウ ムを 開催 した 。 ここで は,広 範 囲 に問 題 を と りあ げ る と と

もに,そ の本 質 を 究 明す るた めの 討 論 が展 開 され た 。

この よ うなか な り長 期 の 予備 討 議 を経 て ,デ ータバ ンク基 礎 研究 委員

会 が設 置 された 。委 員 全 員 で 「デ ー タ論」 「デ ー タバ ンクの 概念 」 な ど

の 基 礎 研 究 を行 った 後 に,ω 情 報 ネ ッ トワ ーク ②情 報 の価 格形成

(3)シ ステ ム 開発 の3つ の グル ープに分 れ で研 究 を進 め て きた 。

この間,昭 和45年3月 に本 研 究 委員 会 の一 部 の者 を ア メ リカ に派 遣

し,デ ごタ バ ンク の現 状 を調査 す る機 会 を 持 った 。調 査団 員 は1年 近 い

研 究 に よ り 明確 な問題 意 識 を持 っていた の で立 派 な 調査 の成 果 を あげ る

ご とが で きた 。'

上記 の よ うな 討議,実 態 調査 お よび 研究 会 を通 じ て,デ ー タバ ン ク研

究 は 当 初 の混 沌 と した ものか ら,次 第に 光 明を 見 出 した わ け で あ る 。 こ

の 研 究 は さ らに 昭和45年 度 も継 続 して実 施 され るが,そ の 中 間 報告 書



と して,3つ の グ ル ープ の主 査 の論 文 を中 心 と した 問題 提起 を 行 う。こ

れ らの問題 の検 討 が今 後 の研 究 の中 心的 テ ーマに な る もの と思 わ れ る。

第1章 の"シ ステ ム 開発 と デ ータバ ンクllに お い て は,NASAの 開

発 したltFAMEUの モ デ ルが コ ンピ ュ ー タ ・シス テ ムを 用 い た デ ータ

バ ンクを 活 用 して い る体 験 を,社 会開 発 の分 野 で 適 用 し得 る可能 性 を追

求 しよ うと す るもの で あ る。

第2章 のtl情 報 の 価 格 形成"に お いて は,わ が 国に お い ては ク ラ ブ財

的な 情 報 は 少数 の 当事 者 間 の協 議に よ り価格 が 決 め られ てい るが,い ま

だ公 開 の情 報 市場 とい うもの は成 立 して いな い し,情 報 の価 格 形成 の 普

遍 的 な原 則 は認 め られ てい な い 現状 に 基 いて,今後 の 情 報の 流 通 に 関す る

諸 問題 を追求 しよ うとす るも の であ る 。

第3章 の"情 報 ネ ッ ト ・ワー ク 問題"に おい て は,デ ー タ バ ン ク の基 本

的機 能 が需要 指向 型 の 情報 流通 機 能 で あ る との理 解 か ら,ま ず デ ー タの

範 囲 を定 め,次 に デ ー タバ ン クの運 営 主 体 や 情報 供 給 対 象 に関 す る概 念

を肥 撮 した上 で,デ ータ の収 集 ・分 析 ・評価 と タグ フ ァ イル お よび デ ー

タ ファ イル構 成 の技 術的 問題 を追 求 し よ うと す る もの で あ る。

な お,こ の中 間報 告 書 は,日 本 自転 車 振 興 会 の機 械 工業 振 興 資 金 に よ

る 「経 済 統 計 デー タバ ン ク に 関 す る基礎 調 査 」の 昭 和44年 度 の中間 的

研 究報 告 に該 当 す る もの で あ る。
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第1章 シス テ ム 開 発 と デ ー-ieバ ン ク

1研 究 課題 の 選 択

「シス テ ム開 発 とデ ー タ バ ンク 」に関 す る研 究 を進 め る に あた り
,

我 々は ケ ース ス タデ ィを と りあげ てみ る こ とに した。 最 初 に沖 縄 の問

題 と関西 近辺 の 開 発問 題(関 西地 方 で 万博 会 場 の コ ン ピ ュー タを情報

セ ン ター と して 用 い る計画 が あ る)を 考 え た。 しか し ,両 者 と もす で

に研 究 に着 手 され て いる テ ー マ で もある の で,と りや め る こ とに した。

そ して 別 の観 点 か ら・ 多摩 ニ ュー タ ウン,成 田空 港,四 国 の経 済 開発 ,

筑 波 山 の 学園 都 市,東 京 湾 の 開発 の問 題等 を 候補 と して考 え たが,そ

の 中 では,成 田 空港 と四 国 の 開発 の問題 が ,研 究 資料 の入 手 な どの点

か ら,適 当 とみ られ る。

成 田空港 の 方 は,空 港 公 団 と航 空 政 策研 究 会 がそ れぞ れ研 究 を 行 っ

て い る。 新東 京 国際 空港 公 団 が発 足 して研 究 を進 めて い るが ,空 港 内

部 の 開 発 に限 られ て い る。 外 部 の問題 は,千 葉 県 が空港 周辺 の住 宅問

題 を研 究 した り,東 京 都 の高速 道 路 協 会 が,成 田 と東京 の 間 の問題 を

扱 うな ど個 別 的 には研 究 され て いる が,シ ス テ ム的 に は考 え られ て い

ない。 航 空政 策研 究 会 け,成 田 空港 につ い て の シス テ ム 開発 の デ ー タ

を か な り持 っ て い るが,わ が国 の総 合 航 空政 策 の一環 と して扱っている。

我 々が成 田空 港 の シス テ ム 開発 を と りあげ るのは,周 囲 の例 え ば交

通 問題 か らとか,住 宅 問 題 との関連 は ど うか等 周辺 の 開発 を含 めてデ

ー タの 体系 的 な収 集 と ,そ の処理 に 視点 を置 い た研究 を 行 な い たい た

め で あ り,そ うい う観 点 で研 究 を押 し進 め るつ も りで ある。
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四 国 の 開発 にっ いて は,四 国 の経 済 発 展 は 関西 のそ れ と密 接 な 関連

が あ り,シ ステ ム と して の と りあげ方 の 例 と して,四 国 電 力 か らデ ー

タが は い るの で と りあ げ る こ と とした。 そ の資 料 は 四国 経 済連 合会 が

持 っ て い る。

来年 度 は,こ れ らの うち ど ち らか1つ か,又 は 両 方 を研 究 して ゆ く

わけであるが,シ ステムその ものの開発 を研 究するのではなく,シ ステムと関連 し

て どの よ うなデータバンクが必要 なのか焦 点を合わせて研究 を してゆ きたい。

さ

、・

2シ ステムズ'ア ナ リシス とデータ ・バ ンク

近 年地 域 開発 の綜 合 的 ア プ ローチ が特 に 関心 を持 たれ 始 め た。 今ま

で の よ うに工 場 誘致 計 画,土 地利 用 計画,交 通 体 系 計画,住 宅 計画 等,

それ ぞ れ の異 な った組 織 に よ って,ば らば らに行 なわれ て きた。 そ の

た め.四 日市 市 の よ うな無 茶 な工 場 計画 は,公 害 問 題 を 惹起 し,東 京

近 郊 の 無 計画 な団地 建 設 は,電 車 通 勤 地 獄 を現 出せ しめ て い る。 そ

のた め地 域 開 発 計画 の シス テ ム化 の必要 性 が認 識 され 始 め て きた。 今

ま での社 会 開 発 計 画 は,流 動 的 な もので ある よ り,固 定 的 であ った 。

この こ とは,一 つ の 計画 がAか らZま で一 つ の完成 予 定 に よって,完

成す る な らば,そ れに て 打 ち切 りと いっ た傾 向 に あ った。 流動 し発 展

す る社 会に 対 して,計 画 は,固 定化 され,社 会 の 発 展 に取 残 され る傾

向に あった 。そ の一 つ の 例 が,都 心 と羽 田 を結 ぶ高 速 道 路 の 混雑 状 況 一

であ り,現 在 の住 宅 建 設 の ホ ー プ で ある団 地 のス ラム化 の可能 性 で も

ある。 この よ うに計 画 の 出来 上 っ た時 点 に お け る陳 腐 化 とい うこ とは,

昔 と較 べ て,こ れ か ら益 々そ の テ ンポ は,早 ま るで あ ろ う。
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NASAの 最 近 の研 究 に よれば,現 在 まで の計 画 は,O型 で あb ,

一 つ の計 画 は
,完 成 ま で に は,全 然 無修正 で あ う た友 め,完 成 した計

画 ・進 行 中 の 計画 ・将 来 計画 との 間 に関連 性 が な、く1',Sそれ ぞ れ の 計画

の有機 的 な連 関 が なか っ た。 しか しなが ら これ ⑳ らの 計 画 は ,U型 か

又 はL型 か・ 図型 通 り閉 鎖 的 な もの で な く,常 に修正 が 可 能 な状 態 に

あ る よ うな計画 ・即 ち一 箇所 の 口が オー ブンに な δ輝 お る よ うな状 態

が望 ま しい と勧 告 して い る。 例 え ば 住宅 建設 計画 ㊨場 合,向 上 す る所

得 水準 ・建 築技 術 の進 歩,住 宅 要 求 の度 合 に関連 して,建 設 しなが ら,

片 一 方 で は な い もの を破 壊 して行 くとい う態 勢 が な い限 り,公 共 住宅

建 設 は,応 々 に して ス ラム化 し易 い もの で あ る。 」

この よ うなNASAの 一 つ の教 訓 は,自 己 の宇 宙 船 開 発 計 画 か ら生 れ

た。 それ は十 年 間 の 長期 計画 の中 で 「FAME」 と㎏ うモ デル を開 発 し

たの で ある。.・ ・

「FAME」 と1はForecastandApPraisals
、f(》rmanagement

Evaluationの 略 称 で あ る。 このモ デル の開発 目的 は,1970年

まで に 「ノ澗 を月へ 」 と・い くつ か の ロケ ッ トと宇 宙 船 の 開発 計画 の 中

で・限 られ た 予算 ・限 定 され た期 限 の枠 の 中 で ド1セ ン トも安 く,1

オ ンス も軽 い ロケ ッ ト,宇 宙船 を開 発す るた め,常 に予 算 と時 間 を 自

動 的 に 記 録 し,少 しで も余 計 な金 や時 間 を超過 す る な らば 自動的 に警

戒 を発 し,修 正 を加 えて 行 くモ デ ル で ある。 そ してpケ ッ ト開発 に伴

い,常 に新技 術 が 計画 の 中 に繰込 まれ て行 くモデ ル で あ った 。 この よ

うなモ デル をつ くる に あた っ て,計 画全 体 の システ ム的 分 析,即 ち シ

ステ ム ズ ア ナ リシス な くして は,計 画 遂 行 は あ り得 湊 い。 何 故 な れば,

5万 個 以 上 の部 品 と20万 人 の量 を 必要 と したア ポ ロ計 画 に お いて
,
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1っ の部 品 にODOO1の 誤 差 が あっ て もそ れ が5万 個 に達す れ ば ,全

体 で5割 の誤 差 にな っ て しま う。そ の よ うな意 味 で厳 格 な調整 を必 要

とす る。

この 「FAME」 モデ ル の中 で一 番 重 要 な のは,デ ー タの収 集 とそ の

分析 で ある。 刻 々 と うつ り変 る状 勢 に応 じて,そ のデ ー タの更 新性 が

基礎 条 件 で ある。 このモ デル は,5つ の重 要 な要素 よ りなって い る。

1.情 報 収 集 シス テ ム

2.デ ー一夕の予 備 プ ロセ ス技 術

3.歴 史的傾 向(過 去 の傾 向)と 綜 合予 測 を評価 す る統 計 技 術

4.プ ログ ラム 全体 に対 す る臨界 性 とい う枠 で,デ 一戸タ と予測 を評

価 す る規 準

5.『 最 終評価 へ の報 告 シス テ ム。

デ ー タ収 集 と分 析 の システ ム 作 りが,こ の 「FAME」 モデル の要件

とな っ て い る ことは,以 上5っ の要 素 よb明 解 で あ る。 これ らの シス

テ ム は,電 子 計算 機 を駆 使 して,自 動的 に デ ー タを収 集 し,分 析 し,

管理 者,経 営者 に 必要 情 報 を継 続 的 に提 供 し,デ シジ ョン メ イ キン グ

の判 断 を あた え る だ け で な く,必 要 に応 じて,シ ス テ ム に繰 込 ん でお

きさえ す れ ば,オ ー ト ・パ イ ロ ッ トの様 な 自動 修 正 さえ可 能 なの であ

る。 この こ とは,デ ー タ ・パ ンク と長一期計画 の有 機 的 な関係 を呈 示 し

てい る。 即 ろ,NASAで は,デ ータ収 集 と分析 に関 して,各 必 要 段階

にお い て,電 子 計 算機 シス テ ム を用 い た デ ー タ ・ライ ブ ラ リの重要 性

をの べ て い るか らで ある。 デ ー タ ・ライブ ラ リとデ ー タ ・バ ンク は,

同義 語 と考 え て よ いで あ ろ うか らで ある。

次 にNASAの 長期 計画 の プ ロセ ス につ いて説 明 して み よ う。 これは

一,1-;"
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ProbabilisticLongRangeProgrammingと 言 わ れ る 。 こ れ は,

企 業 の 長 期 戦 略,社 会 開 発 の 長 期 計 画 の ど ち ら に も適 用 で き る モ デ ル

で あ る が,こSで は 後 者 を 中 心 に し て 論 義 を す す め て み た い 。

6つ の 段 階 よ り な っ て い る 。

1.潜 在 能力の評価,計 画実施機 関の持つ能力

2.環 境 要 素 の評 価,社 会 経 済 指数,叉 は 関 連 デ ー タの評 価

3.戦 略 設定,目 標 の 明確 化

4.戦 略 の プ ログ ラ ミング,達 成 方 法 の研 究

5.プ ロ グ ラ ミン グの 評価

6.そ の 選択

以 上6つ の段 階 は,計 画 の シス テム的 思考 の 所 産 で ある。 即 ち シス

テム とは,目 的 を持 った存 在 で あ り,そ の 目的達 成 のた め に常 に効率

を求 め て い る。 シス テ ム ズ ・ア ナ リ シス は,そ の 効率 を求 め る ため の

手段 で あ る。 その 中 で,① の 段階 で は,MISと い う名 の デ ー タ ・パ

ンク と して,組 織 内 に関す るデ ー タを必 要 に応 じて,イ ンス タン トに

把 握 させ る もので あ る。② の段 階 で は,関 連 指 数 のデ ー タ ・バ ン クの

ことを意 味す る。

以 上,シ ス テ ムズ ・ア ナ リシス とデ ーータ ・バ ンク との 関連 を,NASA

の長 期 計画 モデ ル の 中 で 明 らか に した。

この手 法 が,社 会 開発 の 分 野 で,す で に有 効 な働 きを し始 め て い る

例 の典 型 は,カ リフナル ニ ァ ・プ ロ ジェ ク トとい う4つ の計 画,

① 地 方 行政 に お け る情 報 処理'

② 公 害 防止 モ デル
|

③ 犯 罪 防止 モ デル
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④ 交 通 コ ン トロ ール ・モ デル

以 上 パ イ ロ ッ ト研 究 の中 に 見 られ る。 これ らの研 究は,1964年 に行

なわれ た もの で あ るが,こ れ を契機 として,い くつ か の適 用 例 が,ロ

ス ・ア ン ゼル ス 市,サ ン ・デ ィ エ ゴ市,ニ ュー ヨー ク市 で 見 られ て い

る。

そ れ を交 通 計画 の 中 に例 を 見 てみ よ う'。米 国運 輸 省 のNortheast

CorridorTransportatinProjectの 調査 計 画 に よ れ ば,次 の

よ うな活動 に な る。

都 市 間交 通 の分析 と計画 は,ワ シ ン トン と ボス トン間 の 鉄 道 利用 を

中心 に して 行 なわ れて い る。1980年 と1999年 の間 にお け る地 域 的

都 市 間交 通 の要 求 を決 定す る こ とが,本 計画 の 目的 で あ る。 予測 され

る 人 口 と経 済 活動 の レベ ル に お いて,旅 客,貨 物 の要 求 予 測 の モ デル

シス テ ム が開 発 され て い る。 鉄 道 設 置地,活 動 の複 合 は,三 つの手 段

に よって きめ られ る。傾 向 の外 挿法 を基 に した 土地 利 用 の 変化,新 鉄

道設 備 とサー ビス(イ ン プ ッ ト)に よる土 地 利 用 の変 化,他 の公 共 政

策 に起 因す る土地 利 用 の 変化,の 以上 で あ る。

都 市交 通 の場 合 に は,人 口,経 済 活動,土 地 利用,交 通 の 流れ の詳

細 な ク ロス ・セ ク シ ョン的 分 析 を必要 と して い る。 特 に,都 市 とそ の

周辺 地域 との 関 連 にお い てで ある 。 人 口予測,経 済 活動 予測,土 地 利

用形態 予 測 の モデ ル が用 い られ る。 これ らの現 在 の交 通 網 との関連 に

おい て,交 通要 求 の 予 測 を都 市 とそ の 周辺 部 と の間 に 行わ なけ れ ば な ら

らない。

一般 的 に 二段 階 に分 れ て研 究 し うる。 一 つ は,自 動 車 と大量 輸送 交

通 とそ の 関係 で あ り,二 つ は,も し二 つ以 上 の大量 輸送 交 通手 段 が あ
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るな らば,そ の手 段間 の比較 検 討 で あ る。

以 上 の二 つ の研 究 を通 じて,交 通 関係 にお いて は,非 常 に大 きな,

デ ー タ ・収 集 シス テム を前提 と して い る。 即 ち交通 機 関の異 った 形 態

の中 での流 れ を っか む た め に で ある。 別 の言 い方 をす れ ば,こ れ は交

通関 係 のMISと も言え る で あ ろ う。 参考 ま で に カ リフ ォル ニア研 究

の図 表 を示 す こ とに よって,そ のデ ー タ ・バ ンク と シス テ ムズ ・ア ナ

リシス との 関係 を明 らか に す る。

社会経済予測

と影響分析

システムと

サービスの撰択

経営財政研究 計画,ス ペックと校 閲

交通手段の開発

●

↓
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3FAMEの 社 会開 発 へ の応 用

宇 宙開 発 の よ うな大 規 模 な プ ロ ジェ ク トを 計画 どお り,効 果 的 に管

理 して い くた め に は,そ の 過程 で発生 す る膨 大 かつ 多 種類 の 情 報 を処

理 し,そ の情 報 の もつ意 義 を評 価 して ,そ の結 果 を簡 潔 な形 で マ ネ ジ

メ ン トに伝 達 す る情 報 シス テ ム が必 要 で あ る。

この よ うな要求 か ら生 れ た の が コ ンピ ュ ー ターを 中心 とした マネ ジ

メ ン ト ・イ ン フ ォ メ ーシ ョン ・シス テ ムで あ るが
,NASAで は 収 集'

した情報 を マ ネ ジ メ ン ト の役 に 立 つ よ うな 形に 加工 す るた め に数 多

くの 技法 を開発 した 。

FAMEは 大 規模 な プ ロ ジ ェ ク トの 管理 に必要 な計画 の 進 行状 態 に

関 す る予 測 を与 え る もの で,つ ま り,過 去 お よび 現在 の 実 績 を評 価 し

て将 来 の傾 向 を 予 測す る プ ロセ スで あ る。(次 図参 照)そ の プ ロセ

ス は,あ らか じめ 設 定 され た要 求 条 件 と実 績 値 とを比 較分 析 し
,そ の

結 果か ら今 後 の傾 向 を 予 測 して,マ ネ ジ メ ン トに伝 達 す る 。FAME

で はマ ネ ジ メ ン トに 問題 の所在 を 的 確 に認 識 させ るため に ,分 析 と予

測 結 果 が正 し く評価 され る よ う特 に注 意 が払 わ れ てい る 。

FAMEで は 予 測 の 手 法 と して ,次 の4種 類の 科学 モ デ ル が用 い ら

れ て い る 。

{1}線 形最 大 法

(2}非 線形 最 大 法

(3}ロ ジス テ ィク

(4}フ ー リ エ技 巧 法

数 字 モ デル の適 用 に よ って求 め られ た予 測 は,計 画 変更,計 画 の進 行

度(設 計,開 発,製 造 な ど の諸 段 階)に 関 連 した フ ァク タな ど につ いて
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調整 され る。 な お,マ ネ ジメ ン トが 効果 的 に評 価 予 測 で きる よ うにF

AMEで は こ の他 の補 足 的 な計 算 を 行 う 。F ,AMEは 最 後に 関 係部 門

の意 志決 定 者 に対 し,時 間 的 デ ータ と予測 デ ー タ等 の 出 力を解 り易 い

形 で提 供す る。そ れに は 次 の よ うな 内 容の ものが 提 供 され る。

ω プ ロ ジ ェク トの現 在 の状態

(2)プ ロジ ェク トの 将 来 の状 態 の予 測

(3}問 題 領域

(4}問 題 領 域 の 危険 度

(5}問 題 領域 の修 正 に必 要 な トレ ー ド ・オ フ

こ う い った 出力 機 能 を含 む こ とに よ って,FAMEは マ ネ ジメ ン ト

の情 報 と管理 を 目 的 と した 一 つ の 完 全な シス テ ムを構 成 す る。 この よ

うにFAMEは ダ イナ ミックな 変化 に応 じられ るモ デル で あ るの で ,

宇 宙船 開発 に伴 う重量 管理,コ ス ト管 理,日 程 管理,信 頼 性 管理,性

能 評 価な どに適 用 で き る と と もに 企業 に於 て は マ ーケ ッ トリサ ーチ,

販 売 予 測,コ ス ト管理,品 質 管 理,利 益 評価 ・分析 ・予 測 な ど に適 用

で き る 。 さらに,最 も適 用 が期 待 され る分 野 と して,公 害,輸 送,公

衆 衛 生 等 公共 的 分 野 で の適 用 が 可能 で あ る 。
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第2章 情 報 の 価 格 形 成

1分 科 会 開 催 経 過

1.1昭 和45年4月15日

本 分 科会 の活動 方 針 を,暫 定 的 に,次 の よ うに決 定 した 。

1)
1.情 報 の価 格 形 成 の純理 論 的考 察 の方 は ,今 井 委 員 に 従来 の 研 究

を更 に発 展,継 続 して頂 く。

1) 日本 経 営情 報 開 発協 会
,デ ー タバ ン ク ・シ ンポ ジ ュ ーム

(デ 一一タバ ンク 研究 資 料%1P.195-215)

2.本 邦 に お い て実 際 に情 報 の価 格決 定 が 行 わ れ た事 例 につ い て ケ

ース ・ス タデ ィを 行 う。

1.2昭 和45年5月20日

1・1の2の 方 針に も とづ き,日 本 貿 易振 興 会JETROか ら情 報

管 理 課長 臼井 孝氏 にお い で頂 き,事 情 を 伺 う。

1.3昭 和4 .5年6月11日

同 じ く長 期 信 用銀 行 事務 管 理 部 長伊 沢勉 氏 ,同 調 査 役瀬尾 道 典 氏

に お い で頂 き,事 情 を 伺 う。

1・4そ の 他 ・ 日本 科 学 技 術情 報 セ ンタ ーJTCSJか らそ の サ _ビ

ス料 金 に 関 す る資 料及 び 日本 科 学 技 術連 盟JOSEか らその 物 性 定

数推 算 プ ロ グ ラムAESOPPに 関 す る 資料 を頂 いて し、る 。
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2ケ ー ス ・ス タデ ィの結 果 の 概 略

2、1JETROの 場 合

1・ 貿 易 に関 す る情 報 を,JETACと 称す る専用 電子 計 算 機 に よ

って検 索 し,販 売 してい る。そ の 料 金 体系 は次 の通 り 、

基 本 料 金

文 字情 報(世 界6大 洲,15文 字 を1件 と数 え),

1件500円

数字 情 報(TSUSA3桁 を1件 と数 え)1件500円

コ ピー料 金 実 費

2こ の価 格 の 算定 基 礎 は次 の 通 り とい うc

JETACの 導 入 費6000万 円を,1ケ 月 当 り200時 間,1

時 間 当 り検 索5件,耐 用10年 と して500円 を算 出 。

(6000万 円 ÷120ケ 月 ÷200時 間 ÷5件=500円)

た だ し,実 際 に は1件 当 りの 検 索 時間 は平 均40分 とい う 。

ま た,事 前に業 界30数 社 にアンケート調査 を行 い ,検 索 費 用 は1

件200～500円 と い うのが 一般 に 妥 当 と認 め られ る線 で あ った

とい う こと も一つ の根 拠 に な って い る。

3.JETACに イ ンプ ッ トされ るの は,世 界各 国 の新 聞33誌 ,

雑 誌550誌 か ら年 間23万 件 で あ るが,こ れ ら情 報 の 蒐 集 費,

イ ンプ ッ ト費用 は 上 述 の価 格 形成 に算 入 され てい ない 。

4.こ の 業 務に よ る年 間 収 入 は,現 在 の とこ ろ,年 間35万 円 に過

ぎ な い 。

5.英 国の 商 務 省 で も1件40円 程度 の 費用 で同様 の サ ーヴ ィスを

行 ってい る といわ れ,JETROは 基 礎情 報 は公 共 財 と して社 会 に
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提 供 し,そ れ 以 後 の デ ー タの 加 工 は自 由競 争 に まか せ た ら とい う

意 見 も 出た 。

2.2JICSTの 場合

1.情 報 検索 サ ー ヴィ スは 昭和46年 か ら開 始 の予 定 。

2.現 在は 化 学 ・化 学工 業 に関 す る文献目録 を年 間36冊 と,年 間 索

引1冊 を販 売 して い る。 これ は44年 度 は41,500円,45年 度

は48,000円 とい う価 格 で あ るが,実 際 の コ ス トか ら いえ ば,こ

の3倍 の価 格 に しなけ れ ば ひ き合 わ な い 。

2.3長 期信 用銀 行 の 場合

1.長 銀 では 昭和40年 以来,自 行 のた め に代 表 的 企業 お よび取 引

先 を あわせ,計2200社 につ き,有 価証 券 報 告 書,営 業 報 告 書 な

ど を ソース と して,1社 毎 に260～270項 目にわ た る情 報 を,

毎 年 計 算機(IBM360,mode140)に 入れ て きた 。 この 間,

項 目の 整 備,イ ンプ ッ トに おけ るチ ェ ック,検 索の プ ログ ラム も

開 発 され,自 行の 用 に あて て きた 。

2.昭 和44年 に な り,勧 業 銀 行 か ら依 頼 が あ り,こ の シ ス テ ム を

920万 円で 譲 った 。この 場 合は,価 格 の算 定基 礎 は大 略 次 の通 り

で あ った 。 現在 この シ ス テ ムを 開発 す る とすれ ば,

開 発 費3000万 円

4年 間 の デ ータ ・イ ンプ ッ ト費3400万 円

4年 間 の デ ー タの価 格

(一 年 分を700万)2800万 円

9200万 円

を要 す るも の と し,も とも と販 売 を 目的 と した の で はな く,本 来,
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自行使 用の た めに 開 発 され た もの で あ るか ら,そ の レioを 譲 渡

価 格 と した 。

3.以 後は毎 年 デ ータを700万 の1/10,即 ち,70万 で譲 り渡

す ことに な って い る 。 これ は 磁気 テ ープ の形 で渡 され,そ れ を コ

ピー して 外部 に 出 さな い とい う条 件 がつ け られ てお り,ま た,デ

ータの 分 析 用 の プ ロ グ ラム はつ け な い ことが原 則 にな
って い る 。

4.そ の後,東 京 銀 行 に 対 して も,全 く同様 の 条 件 で契約 譲 渡 して

い る。

5.こ の デ ー タは 主 と して銀 行 に と って の み有 用 な もの で,そ の 意

味 で,今 井 委 員 の い う ク ラブ 財的 性 格 を も って い る こ とが指 摘 さ

れた 。

2.4AESOPPに つ い ては 未 だ 直 接 に 担当 者 か ら事 情 を伺 う機 会

が なか った 。

亀

♪

5ケ ー ス ・ス タデ ィに も とつ く結 論

3.1い ず れ の機 関に おい て も,直 接に 採 算 を とる意 図 を も って 情 報

が 販 売 され た 訳 で は ない 。JETROの 場 合 も最 終 の検 索 に用す る

直 接 的経 費 だ け しか 考 え られ て いな い し,長 銀 の場合 も,本 来,そ

の販 売 を 意図 して デ ー タバ ン ク を作 ったの で はな く,要 した経 費

の あ る程度 の 部 分 が 回収 で きれ ば とい うことで 価 格が きま って い る。

3.2現 在 の と ころ,未 だ公 開の 情 報 市 場 とい うもの は成 立 して い な

い し,そ うい う形 で価 格 が決 定 され た 例 に はゆ き当 って いな い 。

3.3し か し,ク ラブ 財 と して少数 の 当事 者 間 の協 議 に よ り価 格 が 決

め られ てい るに せ よ,そ れに は何 ら か の根 拠 が存 在 す る はず で あ ろ
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う 。 た だ,個 々 の 事 例 を 通 し,そ こに普 遍 的 な原 則が 認 め られ る

か 否 か は 疑 問 で あ る 。 現在 ま で の事 例 に お い ては3 .1に 述べ た よ

うに,採 算 を 度外 視 した 価 格 形 成が 行 わ れ て い る とい う点 だけ が 唯

一 の 共 通 の原 則で あ る 。

3.4委 員 間 の意 見 と して,次 の点 が指 摘 され た 。

1.た と え普遍 的 な原 則 が認 め られ な い に して も,現 在 の 段 階 で,

で き るだ け 多 くの 実例 を記 録 してお くこ とは必 要 で あ る 。

2.実 例 を前 に 各委 員 がそ れ ぞれ の 立 場か ら意 見 を 出 し合 うところ

に,一 つ の 生 産 的意 義 が認 め られ る。 未 だそれ に よ って 一つ の具

体 的 な 意 見 が ま とま った 訳 では な いが,今 後 も1.1に 述べ た 活動

方 針を 継 続 し,徐 々 に ま とめ てゆ く予 定 であ る 。

ト

4情 報 の 価値 と 価 格形 成 を め ぐる討 論

1969年12月6日,7日 に 開催 され た デ ー タバ ン ク ・ シ ンポ ジ

ウム にお い て デ ー タバ ン ク に 関す る自由 討論 が行 なわ れ たが,お の

つ か ら議論 の集 中 した の は情 報 の価 値 と価 格 の 問題 で あ った 。

(1)デrタ パ ン ク の企 業 化 が 実 現 し,情 報 あ るいは デ ー タが販 売 提

供 され る よ うに な った 場 合,む ろん 需 給 の経 済原 則 に よ って価 値 は

変 動 す る と思 うが,そ の 価 格 を どの よ うに 決 めた ら よ いかが,こ れ

ら 一つ の大 きな 問題 にな る 。

情 報 には 迅 速 性 が 要求 され るが,こ れ を 裏 返せ ば 時 と共 に情報 の

価 値 が 下が ると い'うこ とで あ る 。 しか しなが ら,そ の 一方 情 報 の 価

値 は6年 目位 い まで は上 昇 カ ーブを た ど る。そ こで,上 昇 カ ー ブに

あ る間 の情 報 の価 格 を ど う決 め るか な ど ,情 報 の 販売 価 格 を どの よ
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うな 基 準 で決 めた らよ い か とい う問題 が あ る 。

② 民 間機 関が情 報交 換 を行 な えば必 らず 情報 の価 格 を ど うす るか と

い う問 題 が起 こ るで あ ろ う し
,ま た それ 以 前 の問題 と して情 報 の 価

値 とい うこ とが論 ぜ られ ね ば な らな い 。

情 報 とい う もの は・ 一 方 では 稀少 価 イ直が高 い もの が価 値 が 高 い と

い う性 質 を も って お り,個 別 的 に接 近 す れ ばす るほ ど一般 的 で な い

情 報 が 必要 にな る ・と こ ろが そ の一 方 で は
,そ れ を オ.プ ンに して

共 同 に利 用 す る場 合 に は 共 通 餌 ・」用 価 値 とい うもの が 遅 に な
。て

くる 。情 報 に は こ の よ うな相 矛盾 す る2つ の側 面 が あ る
。

流通 の 側 面 で はあ くまで オ ープ ンに して広 く行 き渡 る こ とが望 ま

しいの だ が,も し生産 者 に生 産者 利 潤 みた いな もの が全 く認 め られ

な いな らば・創 造 的 な情 報 を作 ろ う と努 力す る人 が いな くな る おそ

れ が あ る 。 しか し,作 った情 報 を 誰に も渡 さな い とな る と ,新 しい

情 報 の よ り広・・利 用 には 轄1・ な る。 こ うし鵠 は
,情 報 の 個 個 。

まつ わ る一 般 的な 問題 だ と思 う。

財 務 情報 に して も,現 在数 か 所 で個 別 的 に開 発 して い るが
,作 る

側 は 他 よ りも独 自性 を も ・て い る こ とを主 張す る し
,棚 者 側 は な

るべ く フ ‥ に使 いた が ろ ・そ れ に生 の デ ー タそ の も の とい う問題

と・ そ れ に付 加価 値 を 与 え る分 析手 法 の問題 が か らん で く る
。価 格

の問題 も この辺 の事 情 を考 慮 しな い とす っき り した 解 決 には な ら な

いの で はな い か 。

政 府 が集 め て供 給 す る デ ータに して も ,必 らず し も無 償 で な くて

もよ いの では な いか 。 ユ ーザ ーに 対 し代価 をと って も よい の で は な

か ろ うか 。同様 に 企業 の 場合 は 開 発費 を ど う扱 うべ き で あろ うか
。
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(3)現 段 階 で情 報 の価 格 形成 を云 々す るの は 時期 尚早 だ とい う気 が す

る。 その 前 に先 ず 一 般 論 を展 開す べ きで あ る。 デ ー タバ ン ク の 運

営の 仕 方 と して,外 国 の例を も含 め て2つ に大 別 す る こ とが で きる

と思 う。

1つ は オ ープ ン ・シ ステ ム とい う もの で,そ こで は プ ラ イ シ ング

の 問 題 な ど 考 えず に,と に か く集 め た もの を誰 に で もた だ で 提供

す る。それ に対 し,ク ロ ーズ ド ・シ ステ ムで は何 か1つ の チ ェ ック

を おい て 自由 に は出 さな いで 条 件 を つ け る 。そ して,そ の 条 件 の1

形 態 が プ ラ イ シ ングな の で あ る。だ か ら一般 論 と して は ク ロ ーズ ド

・システ ムの 在 り方 とい う もの が,ど う成 立す るか とい った とこ ろ

か らつ め て行 く必 要 が あ るの で はな か ろ うか ・

もち ろ ん,デ ータ の種 類 を 区 分 け して,こ の デ ー タにつ い て は民

間 とい えど もオ ーア ンに せ よ,こ れか ら先 は一 定 の 条 件 を つ け て も

よ い とい うよ うな こ とは 出来 る と思 う。け れ ども元 のデ ー タは1つ

で あ り,企 業 内 で 作 られ た デ ータ は別 と して も,外 か ら入 った もの

を い くら加工 して も,そ れ に加 工 賃 だ け をつ け て も難 しい問 題 が起

き る。 ク ロ ーズ とオ ープ ンの境 界 を どの よ うに 区分 け す るか とい う

の が第1点 で あ り,こ れ を解 決 した ら,ク ロ ーズ ドの 条件 の側 面 と

しては じめ て プ ラ イ シ ングの 問題 が 出 て くるの で あ る 。

また プ ラ イ シ ング の問題 に して も,保 有 と利 用 と が結 び つ い て い

る他の 財 とは違 って,情 報 とい う財 は,特 定 の 人 が 利 用 した 後 もい

くらで も他へ 流動 して行 く。 した が って,普 通 の経 済 学 の 原 理 に し

た が って のプ ライ シ ング では少 々難 しいの では なか ろ うか 。

具体 的な価格付けを しよ うと して も,最 初は試行錯誤 でや らざる
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を得 ない と思 う。 しか し,そ れ は相 当変動 す る と思 う し,し か も一

方に は オ ープ ンの もの が あ る とな る とそ の動 き は予 想 もつか な い 。

プ ラ イ シ ングの問題 一 つ を取 り あげ て も私 はそ う早 く安 定 した デ ー

タ バ ン ク 企 業が 実現す る とは考 えな い 。

{4}当 然 価値 が議 論 され て か ら価 格 に 入 るべ き で あ り,稀 少価 値 が あ

る と きは価 格 は高 くな るで あ ろ う。

しか し,そ の価 値 が他 の財 と違 うか ら,買 ってか らの機 密保 護 が

問題 にな る。Aか らBへ 売 る とき には 当然 そ うい う条 件 がつ く訳 で

あ り,現 に ス タ ンダ ー ド ・プ ア社 は他 へ 転 売 しな い とい う条件 をつ

け て い る 。

(5)戸 籍 謄 本や 何 か の証 明を 貰 う時 と同 様 に,政 府 の デ ー タバ ンク も

コ ンピュ ータを 動か せ ば経 費が か か る の であ るか ら,当 然手 数 料 の

よ うな もの を と って もよい と考 え る 。

しか し,そ れ は コ ンピュ ー タ経 費 で あ って,情 報の 価 値 か ら生ず

る価 格 では な い 。 そ う した プ ラ ス ・アル フ ァの方 は考 えや す い と思

う。例 えば 政 府 統 計 に して も刊 行物 セ ン タ ーへ行 け ば売 ⌒て くれ る

が,あ の 値 段 も統 計情 報 の 価 格 では な く,媒 体の価 格 な ので あ る 。

そ れ と同様 に デ ー タバ ンクの場 合 も,加 工 費そ の もの は プ ラ スす る

こ とが で き るが,元 の情 報 の価 格 とな る と理 論 的に は な かな か 解 決

は むつ か しい 。

(6)価 値 の 問 題 は 需 要者 が 決 あ る とい う感 じが す る。同 じ 公共 財 で も

天 気予 報 な どは 客 観 的 な財 な の で,仮 りに 流用 す る と して も比 較 的

問 題 な く,一 定 の価 格 な り あ る いはた だ同 然 の もの と して利 用 で き

るの で は な い か 。 も っと も,ヒ マ ラヤ の 山 に登 ると きに利 用す る よ

一21一



うな,か な り地理 的な 形 で サ ー ビス を して い る会 社 もあ る.

そ うい う会 社 の 場 合 に は,山 へ 登 る ときの 天 気 が ど うか とい う問

題 で あ り,長 期 間 の時 系列 をみ て相 関係 数 を 計算 す る な ど ,相 当 の

知識 と加 工 費 を要 す るか ら代 価 を と るの は 当 然 で あ る。一 方 テ レ ビ

の天 気予 報 な どは,国 へ税 金 を払 ってみん なが 平 等 に 貰 うの だが
,

そ の点 は は っき り して い るの で は な いか 。

{7}判 例 の デ ー タバ ンク に して も,外 国 の判 例 に つ い て は大 学 の 外 国

文献 セ ンタ ーへ 行 って頼 め ばた だ で教 え て くれ る。 そ うい う もの が

一方 に あ る と き
,他 方 に 企 業化 された もの が できた と した ら,ど う

な る か問 題 で あ る 。

企 業 化 され た場 合,地 方 に い て も サ ー ビスを 受 け られ る とか,も

っと きめ の細か い サ ー ビスが受 け られ る とい うの で 結 構利 用者 は い

る と思 う。

ア メ リカ で も判 例 デ ー タバ ンク は企業 と して は難 しい そ うだ 。セ

ン トラ ル ・コ ンピ ュ ータ の フ ァイ ル能 力を 越 え るテ ン ポで 判 例 が 増

えつ つ あ り,経 営的 に 非 常 に 難 しい 。一 方 で は そ うい う もの を 非常

に欲 す るム ー ドが あ るに も拘 らず ,経 営 的 に成 り立 た ない とい うの

は,価 格 体 系 とは別 に 問題 が あ る よ うな 気 がす る 。 コ ン ピュ ー タの

容 量,通 信 回線 あ るい は利 用 者 の増加 で将 来 解 消 す る問題 か も知 れ

な い 。

(8}情 報 の値 段 に つ い て具 体 的 に研 究 して い るが ,公 共 デ ー タバ ンク

の場 合 で も,検 索方 法 に特 別 な 注文 がつ いた 場合 は ,政 府刊 行 物 が

内容 につ い て は金 を と らぬ が 印刷 につ い て金 を と るの と同 様 に ,オ

ペ レ ー シ ョナ ル な もの につ い て
,オ プ シ ョ ンの 受益 者 負 担 の形 で 費
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用 を と るべ きで あ ろ う。

公 共 財 と し ての デ ー タを貰 い,自 分の 創 意工 夫 で加 工編 集 し て売

り出 そ う と し てい る者 もあ るが,こ れ は 内容 に顧 客 を 惹 きつ け る よ

うな 加 工 を ほ どこ して価 値 を高 め て い るよ い例 で あ り,こ れ だ けは

顧 客 が値 段 を 決 め てい る ような 感 じがす る。'

一 番 問題 な の は
,門 外不 出の 貴重 な情 報が しま い込 まれ て しま う

こ とであ る。 これ は 国家 経 済全 体 か らみ て マ イ ナ スで あ り ,そ う し

た もの が取 引き され る よ うに価 値 付 け を 考 えて行 か ね ばな らない 。

Know-Howの よ うに取 引 きの 材 料 に な るとい う通 念 が確 立 され れ

.ば,そ の限 り で しまい 込 まれ る こ とは な くな'るで あ ろ う 。 これは 国

、策的 に考 えるべ きで あ ろ う。

(9)企 業 に お い て は付 帯 サ ー ビス と し て情 報の 蓄積 を行 な って お り
,

コ ス トに 見合 うな らオ ープ ンに して も よい
,とい うの が 実 態 で あ る。

しか しも う一 歩進 ん で 。 い まの ま ま でや って行け るか ど うか は 問題

で あ る と思 う。

一般 業 務 を や 一て い る中 に蓄 積 され た のだか ら原 材料 がた だ で あ

る と考 え るの は問題 で あ る 。 デ ータ ・フ ァイ ル に使用 され た人 件 費

や コ ン ピ ュ ータ 時間 を 全部 計算 した と して も,そ れだ け で は本 当 の

コ ス トと は言 え ない 。前期 まで の効 用や ,再 生 産価 値 な どを 加 え る

と随 分 高 い もの に な ると思 う 。

企 業の 中 で オ リジナル に作 ら れた 資 料 は特 にそ うだが,官 庁 統 計

に して も 官庁 毎 に地 方 の人 件 費 ま で入れ て原 価 計算 を し てみ る と,

み な単 価 が違 って来 る。そ れ を全 てただ で提 供 して い るの だが,そ

の 間の差 を ど う して 埋 め るか,そ してそ れ に再 生産 の こ とま で考 え

一23一



合 わ せ ると非 常 に高 くつ くとい うこ とにな る・ そ う した もの に加 工

費 は と ると して も,一 方 で は オ ープ ンに してお い て,他 方 で は企業

化 され た もの が 出 来 る とそ の間 の ギ ャップ を ど う して埋 あ るか が 問

題 に なろ う。

⑩ 商 売 を 目的 と して デ ータ バ ンク を は じめ た ら恐 ら くコス ト倒 れ に

な る。 しか も集 め た デ ー タも 古 くな れ ば どん どん 捨 て な け れば な ら

ぬ か ら,1万 件 の 中 か ら検 索 す るの と80万 件 の中 か ら検 索 す るの

とで は価 値 が違 って くる 。1度 も検 索 され ず に 捨て られ るデ ータの

コ ス トも計 算 に 入 れ て いた ら とて も商 売 で き る よ うな価 格 では デ ー

タを売 る ことは で きな くな る。

そ れ で あ るか ら,日 常 の個 有 業務 が あ ってそ の処 理 の 副産物 と し

て デ ー タが蓄 積 され て い る。 そ して そ の デ ータ をど の よ うに評 価 す

るか と い うよ うに機 能 の 面か ら整 理 しな い とデ ー タの価 格 は 出て こ

な い ように 思わ れ る。

■

、
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第3章 情 報 ネ ッ ト ・ワ ー ク 問 題

ρ

'

デ ー タバ ン ク(以 下DBと 略称す る)は,或 るCommunityに お い

て何 らか の デ ー タ の発 生 が あ り,ま たそ の デ ー タの 利用 に対 す る需 要 が

あ る と き,そ の間 を効率 よ く結 ぶ 「働 ら き」 と して担 え られ よ う。 この

「働 ら き」が,如 何 な るデ ー タに対 して(例 えば個 人の 信 用 デ ー タ,株

価 デ ー タ,各 道 路 に おけ る交 通 量 デー タ,各 地 の気 象 デ ー タetc.),如

何 な るCommunityに おい て(例 えば米 国,日 本 等 の 国を 単 位 とす るも

の,証 券業 界 の よ うな業 界 を単 位 とす る もの,特 定 の 企業 に おけ るMI

Sの よ うに一 つ の組織 体 を 単 位 とす る ものetc.)現 在 如 何 な る 機関 が,

如 何 な る組 織構 成 で そ れを 行 な って い るか を分 析 した り,近 い将 来 に 実

現 す べ き理 想 形態 は如何 に あ るべ きか を設 計 した りす る こ とは,他 の ワ

ーキ ング ・グル ープ(以 下WGと 略 称す る)に お い て な され るで あ ろ う。

WG柘3は,こ の 「働 ら き」 をモデ ル の 中に 記 述 し,主 と してIRと

ネ ッ ト・ワ ーク構 成 の 技 術 的問題 を 解 明 す る方 向 で検 討を 行 な った 。昭

和44年 度 は,先 ずWGメ ンバ ーの 間 の コ ンセ ンサ スを 得 る必 要性 と時

間 的制 約 も考 慮 し,こ の 方 向 づ け の下 に,「 先 ず何 を 考 えね ば な らぬ か

?」 とい う レベ ル で の問題 提 起 と整 理 を行 な った 。

●

4

1需 要 指向 型 情 報流 通 と デー タバ ン ク の基本 的 機 能

デ ータの 発 生 か らそ の 利用 の間 を効 率 よく結 ぶ機構 は,情 報の 流 通

機 構 と して 把 え る こ とが で き る。(商 品 の 供給 から消費の 間 を 効率 よ く

結ぶ のが,商 品 の流 通 機 構 と して把 え られ る よ うに)。 商品 の流 通機 構

に お い て,供 給 力 が消 費 力 に比 して弱 い とき,或 いは消 費 か ら の フ ィ

ー ド ・バ ッ クに よ って供 給 が 制 御 され な い とき
,供 給 指 向 型 の 流通 と
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な る。そ れ に 対 し,消 費者 の要求 の 多様性 を 満 たす だ け の供給 力が あ

る とき,そ して,こ の消 費者 の選 択 性 向 の フ ィ ー ド ・バ ッ クに よって

供給 の レ ギ ュ レ ーシ ョ ンが 可 能 に な る と き,流 通 は消 費者 指 向的 とな る 。

情 報 の 流 通 は,高 速 多 量 の デ ータ処 理 装 置 や 通信 技術 の 開発 と普 及

に よ って漸 次 そ の様 相 を 変 えつ つ あ る とは い え,ま だ 「高 度選 択 社 会 」

と い うイ メ ージに は程 遠 い段 階 で あ る 。例 えば報 道 ・出版 等 の マ ス ・

コ ミュニ ケ ー シ ョ ンは,視 聴 率 や 購読 部 数 等 に よ って 情報 利用者 の フ

ィ ー ド ・バ ック を受 け て い る とは い え,「 企 画の た め の 判 断材 料」 で

は あ って も,「 需要 に よ って供 給 が起 る」 とい う形 の直 接 の レギ ュ レ

ー ン ヨンはな い 。学 術 的情 報 に対 して は,主 と して科 学技 術 分 野 にお

け る ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン ・サ ー ビスを除 い て は,同 業 種(例 えば 学

会 を単 位 とす る 同 じ学 術分 野 の研 究者 間 や,協 会 を 単 位 とす る 同 じ産

業 分 野の 企業 間)の 間 で の コ ミュニ ケ ー シ ョンか,或 い は 自給 自足 型

の情 報収 集 に 頼 って い るの が 主流 であ る。

時間 的 に も空 間 的 に も またそ れ を 発生 させ る意 図 に お い て も ランダ

ムに発 生 して い る情 報(す なわ ち,世 界 中の ど こで,如 何 な る機 関 に

属 して い る 人が何 を 目的 に して,い つ それ を 発 表 した もの で あ って も)

の 中で,そ れ を必要 とす る人 が いた な ら ば,必 要 と した 時 に,そ の 必

要 とす る情 報 の み を,利 用者 に と って 許要 で き る時 間 間 隔 の 中 で,必

要 とす る詳 し さで,利 用者 の望 む媒 体(印 書,音 声,画 像,マ シ ン ・

リ ーダ ブ ノレな形態 等)に よ って,利 用者 が 適 正 と判 断 す る コス トに よ

って入 手 で き るこ とを,非 常 に多 くの利 用 者 に 対 し保 証 す る機 構 が,

これ か ら の社 会 では必 要 で あ り,そ の要 求 は漸 次 顕 在化 しつ つ あ る。

この よ うな 情 報要 求 を満 た す た めに は ,発 生 した情 報 を 集め て フ ァ
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イル を構 成 し,利 用 者 の要 求 を満 た す情 報 が フ ァイ ルの 中に あ ると き,

それ を 供給 す る シス テム が 必 要 で ある 。この ラ ンダム に発 生 す る情 報

を フ ァイ ルの 中 に収 め,需 要 が起 った と きそれ を 供給 す る機 能 を ,D

Bの 基本 的機 能 と考 え る とき ,DBは,需 要 指 向型 の 情報 流 通機 構 と

考 え る こ とが で き る 。 しか し,こ の 流通 機 構 は,情 報発生 機 構 その も

の の レ ギュ レ ーシ ョンを基 本 的 課題 とは して いな い 。情 報 需要 に 基づ

く,流 通過 程 の効 率 化 で あ り ,発 生 してい る情 報 の 中に 需要 を 満 た す

もの が な い とき,そ の 需要 に 対 して流通 機 構 は無力 であ る 。 この 需 要

に よる 発生 機構 へ の レ ギ ュ レ ーシ ョ ンを 直 接行 な うシス テ ムの ,1つ

の モ デ ルが 所謂 シ ン ク ・タ ンクで あ ろ う。 しか し,こ の シ ンク ・タ ン

ク(以 下TTと 略 称す る)機 能 が効率 よ く働 ら くには ,必 要 とす る

素 材情 報 が 必ず 入 手 で き る機 構 を必 要 とす る 。その 意 味 でDBはTT

の前 提 条 件 であ る と い うこ とが で き よ う、,

ス

2デ ー タバ ン クにお け るデー タの範 囲

以 上 の よ うなDBの 基 本的 機 能 の理 解 の下 に ,そ の機 能 モデ ル を 技

術 的 側 面か ら記 述 す るた め に は デ ータの範 囲 を 想 定す る必要 が あ る 。

デ ータ の属 す る知 的 生 産 の分 野(物 理 学 ,化 学,電 気 工 学 等 々 の所

謂 学術 分 野 の み でな く,基 礎 研 究,応 用 研究 の よ うな研 究 活 動 の諸 段

階,経 営 企 画,製 品 企 画,マ ーケ テ ィ ン グ等 々の 種 々の 知的 活動 の場

面 等,広 く把 え た場 面に お け る)の 差 違 は,分 類 ・索 引等 の 技 術 の細

目に お い てそ の 特 殊性 が 表 わ れ る が,こ れ ら はモ デ ル記 述 に お い ては

パ ラ メ ータの 差 に 表 わ され る程 度 であ り
,シ ステ ム ・モデ ル構 成 の際,

代替 手 法 を決 定す る大 き い要 因 とは な らな い 。
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これ に対 し,デ ー タが 数 値 デ ー タの み か,画 像 ・音声 等の アナ ロ グ

・デ ータを 含む か は ,用 い る ハ ー ド ・ウエ ア,通 信 路 の性 格 を変 え,

更 に,開 発 すべ き技 術 に対す るSpecificationに も言 及す る必 要

が あ るの で,技 術 的に は大 きい 問題 で あ る 。そ の意 味 で,デ ータ の範

囲 を 想 定 す る必 要 が あ る。

WG%3で は,DBに お け る デ ータ を次 の よ うに 極 め て広 く解 釈 す

る こ とと した 。

ω 数 値 デ ータ

項 目名(或 い は そ の数 値 が 対 象 とす る もの の名 前),数 値,そ の

数 値 に 固有 の情 報(発 表者 名,発 表年月 日,発 表 地 等)に よ って構

成 され るデ ー タ 。 この 「数 値 」の 中 に は四 則 演算 の み でな く,何 ら

か の定 義 を され た記 号 のr値 」 を含 む 。例 えば 加 入者 番 号 な どは,

「加 入 者 」 とい う集合 の要 素 を 表わ す記 号 の値 で あ る。又 人 名,各

機 関 名 も大 小 比較(配 列 順 序)一 致 の判 定 が 可能 な記号 で表 現 され

て い るか ぎ りは 同様 で あ る。物 理 的 ・化 学 的 常数,統 計 デ ータ,諸

種 の観 測 デ ー タ,信 用 デ ータ等 。

② セ ソテ シシ ァル ・デ ータ

日常 言語 に よる文,お よびそれ ら と一 義的 な変 換 アル ゴ リズム で

結 ばれ た文,又 は,特 定 の文 法 規 則,意 味 規 則 を 持 った 記号 系 にお

け る文 に よ って表 現 され た情 報 で,何 らか の記録 媒 体 の上 に人 間 又

は機 械 に よ って解読 可 能 な形 に 記録 された もの 。学術 的論 文,事 実

の報 道 等 。
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C3)ア ナ ロ グ ・デ ー タ

再 現 お よび伝 送可 能 な形 に記 録 され た平 面 像(写 真,絵 画,設 計

図,等 の 図 面等),立 体 像(ホ ロ グラム等 に よ る),色 彩,明 暗 の

階 調,音 声 等 で表 現 で き る情 報 。

●

'

■

5デ ー ダバ ン クの性 格 に 関す る概念 的把握 、

DBは,そ の 運 営 主体 と,そ の情 報供 給 対象 に よ って,ぞ σ各 成分

機 能 の あ り方 に対 す る制 限 条 件 が大 き く異 な る 。

(1}国 家 機 関(行 政 ・司法 ・立 法 の各 部 門 にお け る),又 は 地 方 公共 団

体 が その 中 で 発 生す る情 報 を一 般 に供 給 す るた め に設 置 す る場合

この 場合 は,デ ー タは,そ の属 す る機 関 のオ ベ レ ーシ ョナ ル ピワ

ー クの 中 で多 量 に発 生 す る し
,又,特 定 の プ ロ ジ ェク ト遂 行 のた め

に 集 あ ら れ る ・ 従 来 は,そ の プ ロジ ェク トや オ ペ1ノー シ ョナ ル ・

ワ ークの ため{二用 い られ,他 の 用途 へ の考 慮 が殆 どされ なか った 。

これ を すべ て の 国民 或 い は 企 業 体に お い て利 用 で き る よ うに供給 す

る ことが このDBの 自的 で あ る 。 この こと か ら

(i)DBに デ ータ を入 力 し,供 給 可能 な ワ ーク ・フ ァイ ルを構 成 す

るに 当 っ て,デ ータ 内容 の 歪 みを 極 力避け な け れば な らな い 。

(‖)情 報 供給 の 対 象 を限 定 しては な らな い 。

㈹ デ ータの 発 生 とDBへ の 入 力 が(公 開可 能か 否か の ス ラ リ一三

ングは あ って も)直 接 的 でな け れば な らな い 。そ の た め 情報 需 要

か らの フ ィ ー ド ・バ ーックに よ る レギ ュレ 「 シ ョ ンが 弱 くな るこ と

は 或程度 はや む を得 な いが,そ れ を 補 う た め に,こ の運 営 主体

は 「公 開 可能 な デ ー タは すべ ての 国民 の共 通 の財産 であ り,国 民
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は これ を要求 す る 権利 が あ り,DBは そ れ を供 給 す る責 任 があ る」

こ とを,運 営 の 理念 と して掲 げ るべ きで あ る 。

(iv)こ のDBの 財政 基盤 は,そ の所 属 機 関 に よる資 本投 下 と維 持 予

算 に よ って 運営 され るべ きで あ る。

② 公共 企 業体 又 は公 共 性 の 強 い民 間 企 業 体 が,そ の 中 で発 生 す る デ

ータを供 給す るた めに 設置 した もの

これ は{1)に 準 ず る 。

(3}国 又 は地 方公 共 団 体 力㍉ 知 的生 産 活動 の振 興,効 率 化 のた め に 設

立す るDB

例 えば 科学 技 術 情報 にお け る 日本科 学 技術 情 報 セ ンタ ー(JIC

ST)な どが そ の代 表 的な もの であ る。 その 性 格 か ら み て(1-i,

i川 は そ の ま ま適 用 され る 。また 財政 基盤 も,社 会 資本 と して の 性

格 が 強 い ため,サ ー ビス ・コ ス トは,受 益 者 が負 担 す る と して も,

資本 投 下 と維 持 費 の一 部 は,公 共 的支 出が な され るべ きで あ る。従

来 の この種 の機 関 は,・監督 機 関 の レギ ュレ ーシ ョンが強 く働 ら く傾

向 があ るため,利 用者 側 の レ ギ ュ レ ーシ ョ ンを 強化 す る制 度 が必 要

で あ る 。

(4)研 究機 関,民 間 団 体,時 に は民 間 企 業 体 な どが ,閉 じた サ ークル の

中だ け での デ ー タ利 用 の た め に設 け るDB

これ は,例 え ば或 る大 学 の研 究 室 に お い て学 術 的 デ ータを 集 め ,

同 じ テ ーマ の研 究 者 に 配 布 した り,或 る 企 業 で系 列 会社 に 対 して の

み 情報 を提 供 す る よ うな場 合 で あ る 。 これ をそ の 閉 じた 利 用者 以 外

で の 利 用 を考 え,よ り強 化 す る必要 の あ ると ぎは,公 共 的な 財 政援

助 か,制 度 的 バ ック ・ア ップ が 必 要 で あ る。 この よ うな公共 化 の 際 ,
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●

{1}の各 項 目が大 体 に お い て適 用 で き るが ,公 共 的援 助 に際 して,そ

の本 来 の活 動 にネ ガ テ ィ ブ ・レギュレーシ ョ ンを絶対 に行 な って は な

らな い 。

{5)営 利企 業 と してのDB

これ は,全 く 自由な経 営 が許 さ れ るべ きで あ る。自 由競 争 と利 用

者 の選 好 の 中 で,み ず か ら の方 向 を求 め る性 格 の もの で あ る 。

4デ ー タバ ン クを 構成 す る成 分機 能

DBを 象 徴す る もの は デー タ ・フ ァイ ルで あ る。 この デ ー タ ・フ
ァ

イル は,デ ータの 分 析技 術 と フ ァイ ル構成 技 術 に何 を 用い るか に よ っ

て特 性 づ け られ る 。そ の 枝 術 の適 用 は ,デ ー タの種 類 と内 容 に よ って,

その 選 び 方 の範 囲 が限 定 され る し ,一 つ のDBが カバ ーす るデ ー タの

種 類,内 容 は,そ の対 象 とす る利 用 者の 要 求 に よ って ,そ の範 囲 が 限

定 され る。

このた め,あ らゆ るデ ー タを 一 つ の フ ァイ ルに収め る こと は不可 能

で あ る し,又 この世 の中 の情 報 需要 を 満た す ため に は多 くのDBが 存

在 しな けれ ば な らな い 。す な わ ち,一 つ のDBの 中 に も い くつか の フ

ァイル が存 在 し得 る し,利 用者 は,一 つ のDBの 中 の どの フ ァイ ル も ,

また,世 の 中に 存 在 す るすべ て のDBに も ,容 易 に アク セ スで き る こ

とが 必要 で あ る 。

これ は フ ァイル 間 ネ ッ ト ・ワ ーク を考 慮すべ き事 を示 して い る が
,

そ の 問 題 の 前 に一 つの フ ァイ ルを 構 成 す るため の成 分機 能 のつ な が り

の観 点 を まず 明確 に しよ う。
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(1)デ ータ収 集

デ ータ の発生 機 構 は,一 応DBの 外 の機 能 であ る とす れ ば,最 初

の成 分 は,デ ー タを集 め る機 能 で あ る。

(り 技 術 的 に は デ ータ 発 生 期DBへ の 入 力 の方 法 が最 も良 い 。特

に,オ ペ レ ーシ ョナ'ル ・ワ ークに伴 な う デー タの 収 集 にお い て有

効 で あ る 。 しか し,こ の 場合 の 問題 点 は,各 デ ー タ発 生源 間 の 参

加 意 志を ま とめ る こと と,デ ー タ ・フ ォ ーマ ッ トの統 一 で あ る 。

これ に つ い て は,先 ず 行政 機 関 にお い てそ の範 を 示 す べ きで あ ろ

う。

又,デ ータ発 生機 構 の 中で も,発 生 させ た デ ー タの流 通 に 責 任

が あ る こと,流 通 過程 に のせ るた ダ)に,デ ー タの 発 表者 は何 を せ

ね ば な らぬか につ い て,広 い コ ンセ ンサ スを確 立 すべ き であ る。

(jリ 発 生 即入 力 とな らな い 場合,DBが 成 立 す るか 否 か が この 収

集 機 能 に か か ってい る 。収 集 ス トラテ ジ ーへ の利用 者 需 要か らの

レ ギ ュ レ ー シ ョンを有 効 に行 な う仕 組 みの解 明 と,デ ータ源 の 検

索技 術 の 開発 が この場 面 で の 課 題で あ る 。

又,デ ー タ収集 は労 力 コ ス トを伴 な う仕 事 であ る こ との 認 識 が

意 外 と低 い こ と も,わ が 国に お い ては 問題 で あ る 。収集 コ ス トが

それ 以 降 の プ ロセ スの コス トと コ ンパ ラブルに な るケ ース は多 い

し,数 千 人 とい うマ ン ・パ ワ ーを必 要 とす るケ ース も多 い ことを

1)Bの 関係 者 は よ く認 識 す べ き で あ る 。

(mDBの デ ー タ源 と利 用者 が 全 く異 な る集合 と考 え る場 合 と,

同 じ集 合 の元 が 或 る ときは デ ータ源 とな り,或 る と きは利 用 者

とな る と考 え る場合 ではDBモ デ ル が大 き く変わる。後 者 は ク ラブ
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財 的な性 格 を持 つ デ ータにつ い て最 も良 くモデ ル化 でき る し,或

意 味 で は,こ の 利 用者 で あ りデ ータ源 であ る集合 が構 成 す る メデ

ィァ ム ・コ ミュニ ケ ーシ ョ ンで結ば れ る社 会 の モ デ ル化 で あ る。

今 後 の社 会 開発 や,市 民 生 活 を 考 え る上 で,こ の よ うな メデ ィ ・

コ ミ社会 が大 きい 役割 を果 たす 可能 性 が 考 え られ る。そ の メデ ィ

・コ ミを 可 能 に す る機 能 がDBの 中に あ る ことは 充 分注 目に 値 す

る。

(2)デ ータ内 容 の分 析

デ ータ の 内容分 析 技 術 は,ま だ経 験 的 技 能 の域 を 出ず,一 般 的 な

基準 は定性 的 に も確 立 され て いな い の が現 状 で あ る。 この面 で最 も

経 験 の豊 富 な ドキ ュ メ ンテ ーシ ョ ンに おい て も,技 術 と して解 明 す

る初 歩 的な 段 階 であ る ・

一 般 的 に言 えば ,一 つ の デ ー タの 特 性を 表 現 す る項 目数 が 限 定 さ

れ てい て,各 項 目の 名前 で 指定 され て い る 内容 に あい ま い性 の な い

とき(例 えば ス キル ・イ ンベ ン トリーの フ ァイ ル にお い て,性 別,

学 歴,住 所 等)内 容分 析 は 容 易 で あ り,フ ァイ ル の 信 頼性 は高 い 。

しか し,こ の よ うな デー タは極 め て 限 られ た もの で あ る 。数 値 デ ー

タに お い て も,統 計 デ ータを 例 に とる と,層 別 の 方 法 ,ナ ンプ リ ン

グの方 法,検 定 の方 法 な どが 明確 に され な い と,そ の デ ー タの信 頼

性 が得 られ な い 。又 ア ナ ロ グ ・デー タに お い て も,例 えば 指紋 を と

って も現 在 は流 れ 方,円 のか き方を い くつか に 分類 し て デ ータ化 し

て い るにす ぎな い 。(す べ て 人 間 の作業 であ る)。 セ ンテ ンシ ァル

・デ ー タの場合 ,全 く経 験 の 中 で何 とな く内容 を 分 析 して い るに す

ぎな い 。
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これ に は,デ ータを構 成 す る記 号 の記 号 論 的Semiotica1な 基

礎 研 究 を必 要 と し,少 し込 み入 った デ ー タに な ると,人 間 の 思 考過

程 の モ デ ル化 を よ り伴 うもの で あ る。 一

これ に対 して 現 在 提言 で き る こと は ,こ の よ うな基 礎 研 究 を,よ

り有 効 に加 速 す るた め の研 究 開発 の プ ロジ ェ ク ト化 と研 究 投 資を 行

な うこ と と,各 所 で相 互 の連 絡 が な く実 際 に行 な って い る分 析担 当

者 の 間で,経 験 的 に行 な ってい る こ との整 理を 協 力 して 行 な う アク

シ ョ ンを,何 らか の形 で とるべ きで あ る とい うことで あ る 。

以 上 の技 術 論 的な難 点 と離 れ る と,実 際 的 問題 として ,サ ー ビス

対 象 とす る 利 用者 の要 求 の範 囲 を限 定す る と(す なわ ち分 析 基 準 を

限 られ た範 囲 で 明確化 す る と)分 析 は容 易 であ る 。この事 は §3の

DBの 性 格 づ け に お い て述 べ た{4),(5)の 場 合 は比 較的 容 易 で あ る 。

この場 合 も,そ の分 析 基準 を ,で き るだ け 明 確に 公表す べ きで あ る 。

(3)デ ー タの評 価

デ ータの 評価 に は2つ の 面が あ る 。一 つ はデ ータ発生 源 お よび入

手経路 に 対 す る評価 と,デ ー タその も のが 利 用者 に と(て 価値 が あ

るか 否か の評 価 で あ る 。

前者 につ い て は,過 去 の デ ータ発一生 ・入 手 の 頻度 と利用 者 の 利用

頻度 の 統 計的 ラ ンクづけ に よ って,一 応 高 い近似 で基準 を求 め るこ

とが で き る。 しか し後者 の客観 的評 価 基準 を 求 め るこ とは きわ め て

困 難 であ る 。それ は 一般 的 に言 え ば,こ の 評 価 基準 は利 用 者 に よ っ

て異 な り,そ の統 計 的性 格 を求 め る手 がか りが まだつ かめ て いな い

か ら で あ る 。

内容分 析 の基 準 が 精 密 に定 め られ,そ の 内 容 を表現 す る記 号 系の
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記 号特 性が構 造 的 に 明 らかに な った とき,恐 ら くは 統 計 モデ ル が 画

け るの で あろ う 。

§3で 述べ たDBの 性 格の 中,(1}～(3}に お い て は,原 則 と して デ

ータ源 ・入手 経路 の評 価 に止 め ,内 容の 評 価 はむ しろ行 な うべ き で

は な い 。そ れ は,利 用者 の要 求 と離 れ た,勝 手 な取 捨 選 択 が 行 な わ

れ,デ ー タ ・フ ァイ ルに 歪み が 生ず る危 険性 を伴 な うか ら であ る 。

{4},特 に(5)に お い て は,そ の任 意に 定め る基準 に よ って評 価 す る こ

とは 自由 であ る 。そ れ が 適切 で ない ときは利 用 者 か ら の レギ ュ レ ー

シ ョ ンを 強 く受 け る で あ ろ うか らで あ る 。

ω タ グ ・フ ァイル の構 成

デ ー タの種 類に も よ るが,DBの フ ァイル は,一 般 的 に は デ ータ

そ の も の の フ ァイ ル と,利 用者 の 要 求 を どの デ ー タが 満 た すか を判

定す るた あの フ ァイ ル とは 別 の 性格 を持 つ 。 これ を 全 く別 の フ ァイ

ル とす る場 合 と,同 じ1ノコ ー ドの 中 に(勿 論 定 ま った レコ ー ド ・フ

。 ぺ 。 トに よ 。て)両 者 を入 れ る場合 力・あ るが,フ 。イ ・熔 量 の

大 きい場 合 は,別 の フ ァイル に収 め る方 が 一 般 に は ス ペ ース 効率 お

よび時 間 効率 が よ い 。 こ の後 者 の方 に対す る 名称 は,ド キ ュメ ンテ

ーシ ョンに お い て は2次 情 報 フ ァイ ル ,2次 デ ー タ フ ァイ ル,検 索

用 フ ァイ ル等 と呼ぶ が,今 こ こで は,マ ッチ ングのた め の タ グの フ

ァイ ル と呼 ぶ こ と とす る 。(こ の名 称 も研 究 会 の 進行 と ともに専 用

語 の統一 をは か る 中で定 着 させ る必 要が あ る 。)

タ グ ・フ ァイ ルの 構成 技 術 は2つ の 面を もつ 。1つ は 内容 分析,

お よ び評価 の結 果 を,如 何 な る特性 を 持つ 記 号系 に よ って 表現 す る

か?で あ り,も う1つ は記 号 に よ って表 現 され た タ グを,マ ッチ ソ
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㌔

グ効率 が最 も よい(主 と して時間 効率)よ うに如 何 な るフ ァイル構

造 に 納 め るか?で あ る 。

タ グ記 号 につ い て は,シ ンポ ジウム で 中井 が 報 告 した い くつ か

の もの が あ る 。 しか し,セ ンテ ンシ ァル ・デ ー タに 対 して は,記 号

論 的 研 究 が まだ 不充 分 であ るた め,信 頼 性 の あ る記号 系が ま だ得 ら

れ て いな い 。 ア ナ ロ グ ・デ ータに つ い ては,そ れ を 人間 が 分析 して

デ ジ タ ル ・デ ー タに 変 換 す る め が 一般 的 であ る 。これ に対 し,

パ タ ー ン認 識 の 技術 の実 用 化 の試 みが も っとな され るべ き であ ろ う。

フ ァイ ル の レコ ー ド構 成 は.

(こ れ は な い場 合 が多 い)

↓'

デ ー タそ の も の 又 は,

デ ータ ・フ ァ イル の中

で のそ の デ ー タの 格 納

番 地

タ グ

他 の 同一 デ ー タに

対 す る他 の タ グ と

の文 明的 リ ンケ ー

ジ情 報

司 夢

、

この 対 応 関係 をつ け る構 造 を も ってい る。1つ の デ ー タに つ い て1

つ の レ コ ー ドを構成 し,そ の中 に すべ て の タ グが記 入 され て い ると

き,フ ァイル は シ ー ケ ンシ ャル ・フ ァイ ル とな る。逆 に1つ の タグ

の 下 に レ コ ー ドを構成 し,そ の タグを もつ デ ー タの ア ドレ スが 記 入

され て い る と き,フ ァイ ル は ラ ンダ ム ・フ ァイル の性 格 を持 つ 。各

レコ ー ドの フ ァイ ルの 中 での番 地 の割 りつけ は,待 ち 行 列 の 計 算

を用 い た り して,種 々 の工 夫 がな され て い る 。

この フ ァイ ル構成 に おけ る ソフ ト上 で の1つ の 問題 は,フ ァイ ル
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・プ ロテ クシ ョンで あ り ,も う1つ はそ の維 持 更新 で あ る。又 ハ ー

ド上 で の 問題 は,安 定 した メモ リーの問 題 で あ る。

DBの 性 格 に よ っ て は,特 定の 人 しか利 用で きな い デ ータを,他

の デ ー タ と共 に フ ァイ ルす る と き,他 人か ら は引 き出 せ な い こ とを

信 頼度100%で 保 証 しな けれ ばな らな い 。 これ は,呼 び 出 し者の

判 別 コ ー ドを 如 何 に構 成 す るか の 問題 と,DB運 営 に おけ る機 密保

持 体 系 の 問題 で あ る。維 持 更 新 に おけ る最 も大 きい 問題 は,フ ァイ

ル容 量 に制 限の あ る と き,ワ ーキ ング ・フ ァ イルを 如何 に コ ンパク

トに納 め るか?の 問 題 であ る 。一般 に デ ー タ は,そ の 利 用 頻度 が,

大 体e-2tの 指 数函 数 的 減 衰 を す るこ とが 知 られ て い る。 フ ァイル

の各 レコ ー ドに対 し,利 用 頻 度 を モニ タ ーしてい て,一 定 基準 を常

に 下回 わ る と き,ワ ーキ ン グ ・フ ァイ ノレか ら外 してRareUse

Fileと で も呼 ぶ べ きも の に移 すオ ペ レ ーシ ョ ンが必 要 であ る。更

に,こ のRareUseFileの み を持 つ 公共 的 なDBを 設 け る こ と

も,充 分考 慮 す べ き で あ る。

メモ リー の問題 は,実 は深 刻 であ る。現 在,Machine-Readable

な レコ ー ドの記 録 媒体 の 主体 は 磁性 体 であ り,安 定性が な い 。あ く

まで,磁 性体 は 中間 的記 録媒 体 と考 え るべ きで,長 期 間,多 量 の デ

ータ を
,高 速 に と り出す た め の,高 密 度 の 安 定 した ラ ンダ ム ・メ モ

リーを 実用化 で き る か否 かが,DBの 成 立 の1つ の 条 件 です らあ る

と言 え る 。

旧 デ ータ ・フ ァイ ル の構 成

デ ー タ ・フ ァイ ル は,デ ータ の種類 に よ ってそ れ ぞれ 異な る もの

で あ る。数 値 デ ー タの場 合 は,一 般的 に言 ってMachine-Readable
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な 形 の方 が有 効 で あ り,又 可 能 であ る。 この 場 合 は ,タ グ ・フ ァイ

ル で述 べ た こ とが大 体 そ の まま 当 て はめ られ る 。

セ ンテ ンシ ァル ・デ ー タの場 合 は 多 くの可能 性 が あ る 。

吟

"

■

記 録 媒 体 格 納 形 式 対 象

印 刷 物 書 架 冊 子 体

ヴ ァ ー テ イカ ル ・フ ァイ ノレ 小 冊子,り 一フ状 の もの

フ ィ ル ム 検 索 コ ー ド付 ロ ール ・フ ィ 図 書,カ タ ロ グ,人 事 記録,

(縮 率1/10～1/30) ノレム
デ ータ ・シ ー ト

ス トリ ッ プ ・フ ィル ム
■ 主 とし て欧 文,数 枚 の シ ー ト

フ ィ ッ シ ュ ・ ジ ャ ケ ッ ト 同 上

フ ィ ル ム (30P～60P/枚)

(縮率1/10(↓/1/300) シ ー ト ・フ ィ ル ム 図 書,多 量 の デ ータ 表,多 量

(2000P～4000P/枚) の 図 ・表

Machin-Readable MT,MD,MK... oFact-retrival用 デ ー タ

。入 力 コ ス トが パ ーフ ォ ー マ

ンスか らみ て 許 され る もの

。OCRそ の他機 械 的入 力 の

可能なもの
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し か し,一 般 に は,

)●-(

印 刷 物 の オ リ

ジ ナ ル ・フ ァ

イ ル

フ ィ ル ム ・又 は

コ ンタク ト・プ リ ン ト

,

川

印 刷 物 の マ ス

タ ー ・フ ァ イ

ル

フ ィ ル ム 状 の

ワ ー キ ン グ ・

フ ァ イ ル

要 求

が 最 も実 用 的 で あ り,近 い将 来,極 めて特 殊 な ケ ースに おい て

㈹

印 刷 物 の マ ス

タ ー ・フ ァ イ

ル

フ ィ ル ム 状 の

ワ ー キ ン グ ・

フ ァ イ ル

電送機 器

求

ヴ

が 実用 され る程度 で あ る 。
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●

5要 求 のア クセ ス とマ ッ チ ン グの 条件 化J

利 用 者 の 情 報要 求 に は,2つ の 型 があ る 。 ドキ ュメ ンテ ーシ ョン

に お い ては,そ れを カ レ ン ト ・ア ウ ェァネ ス と レ トロス ペ クテ ィブ

・サ ー チと呼 ぶ 。カ レ ン ト ・ア ウ ェア ネスは,刻 々 と発生 す るデ ー

タの 中 で,利 用者 の需 要 にreleventな もの を 入 手 しよ う とい うも

の であ り,レ トロス ペ ク テ ィブ ・サ ーチ は,利 用者 側 で需 要 が起 っ

た と き,過 去 を も含 め て現存 す るデ ータの 中か ら,releventな も

のを入 手 し よう とい うもの であ る。

カ レ ン ト・ア ウ ェ アネ ス系 の 要 求 に対 しては,利 用 者 の 自由な セ

レク シ ョンが 許 され る マ ル チ ・チ ャネル の伝 送 系 に よる発 信 指 向的

な 流通 シ ステ ムが有 効 で あ る。 この セ レク シ ョ ンを利 用 者側 で行 な

う場合 と,個 々 の 利用 者 の 需 要 を あ らか じめ シ ステ ムが 受 取 ってお

い て(利 用者 毎 の検 索 項 目の プ ロ フ ァイ ルを 造 って お い て)シ ス テ

ム が セ レ ク シ ョ ンを 行 な う場合 の ,2つ の ケ ースが あ る 。 この 利 用

者 セ レ ク シ ョンの 例 は,新 聞や ラ ジオ ・TVの ニ ュ ース,抄 録 雑 誌,

索 引雑誌,等 であ る。好 み の新 聞や 抄録 誌 を購 読 して,そ の 中か ら

releventな もの を探 した り,好 みの放送 局 に ダイヤ ル を合 わ せ,

そ の 中か らreleventな ニ ュ ース を聞 く場 合 であ る。 シ ステ ム ・セ

レク シ ョ ンの 場 合 は,最 近 で はSDI(selectivedissemina-

tionofinfofnationの 略)と 呼 ばれ,漸 次普及 しつ つ あ る 。

レ トロス ペ クテ ィ ブ系の 要 求 には(ワ ーク ・フ ァイ ル と レア ・コ

ース ・フ ァイル の 区 別 は必 要 で あ るが)原 則 と して刻 々 と追 加 され

削 除 は許 され な い フ ァイ ル が必 要 であ る 。そ の フ ァイ ルか らデ ー タ

が 流 れ るの は,利 用者 側 の要求 が起 った こ とに よ るの であ り,本 質
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的 に は利 用 者 指 向 的 な流 通 システ ム で あ る。 この 場合 も,図 書館 の

目録 カ ー ドや,利 用者 が 自 由に図 書 を 探 す こ との で き る,Open-

stechの=書 庫 の よ うな 利用者 セ レク シ ョ ンの シ ステ ム もあ り得 る

が,主 流は利 用者 の要 求 を うけ て,そ の 内 容 を検 索 条 件に翻 訳 し,

シ ス テム が検 索 す る シス テム ・セ レク シ ョンで あ る 。

シ ス テム ・セ レ ク シ ョンの場 合,要 求 の受 け つ け と,そ の内 容 を

分 析 し て検 索 条 件 に変 換す る プ ロセ スが 技術 的 問 題 とな る。そ れ を

次 表 に ま とめ てお く 。

θ

●

6フ ァイ ル ・サー チ

検 索 コ ー ドを ガ イ ドと して,そ れ を意 味 的 に含 むが 構 造 的 に含 む タ

グを 持 つ デ ー タを 探 す プ ロセ スであ る 。 これ は人 間 が行 な う場 合 と機

械 が行 な う場 合 で は本 質 的 に違 うもの が あ る よ うで あ る 。

人 間 が これ を 行 な うた めの タ グ ・フ ァイ ル は,最 終 的 に は シー ケ ン

シ ャル ・サ ーチを 行 な うもの であ る ことを 前 提 と し,そ の シ ーケ ン シ

ャル ・ナ ーチ を 行 な う範 囲 を限 定 す るた めに,タ グに よ るセ グメ ンテ

ー シ ョ ンを行な うとい う考妨 が基 本 に ある ・ そ の,最 終 的 な シ ー ケン シ

ャル ・サ ーチが 必 要 な理 由は,

1・ 人 間 の情 報 要 求 を 分析 して 追いつめて行 って も ,最 後 まで あ る範

囲 の蓋 然性 を 持つ 。

2・ デ ータに 目を 通 して い る 中に,分 析 し出 せ なか った 要求 に気づ

く こ とが あ る 。

3.当 初 は不 必要 だ と思 って いた デ ータ に よ って ,新 た な情報 要 求

を起 す 。
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s

検索条件化 利 用 者 自 身 シ ス テ ム

ア クセ ス方 法
1Way 2Way 分 析 ス タ ッ フ 自 動 化

オ
現状の技術では最も望ましいが,

|

面 接
利用 者 に と つてシ ステ ム との 距離

に制限 があ る。
ラ エ ラ ーの 発 生率 が大 き く相 互 のチ 利用者の要求内容が複雑なとき, (註1)JICSTの 複 写
ノレ 電 話 エ ックが 困難 分析者と利用者の会話の精度に問

サ ー ビス で この方
(註1)単 純 な デ ータ 向 き 題 があ る.

法を採用していた

文 書

(1}利 用 者 の記 述(コ ーデ ィング)

エ ラ ーの 危 険性 が あ る 。(註2)

ω
}同 左

(2)

分析者が要求内容

に疑問を持ったり,

ω
}同 左

(2)

要求の内容のシス

テムへの入力に問
時期があるが,検

記 ② 郵送時間,誤 配の面で不利 要 求 内容 を誤読 ・ 題 が あ る 。
索 デ ータ の受 け 渡

録 加入 電信
ω 同 上

② オ ン ・ラ イ ン化 に 問題 があ る。

ω
洞 左

(2}

誤 解 した とき のチ

ェ ックや フ ィー ド

(1}

}同 左
(2)

同上 しエ ラ ーが大 き く

相 互 に確 認 す る こ

可

能 デ ータ通 信

ω 同上

② 回線自由化 ・使用料の面での

問題がある

(4)デ ィス プ レ ー装 置 な ど の マ ン

・マ シ ン ・イ ンタ ー フ ェ ース

に 問 題 が あ る。

(1)

}同 左
(2)

・バ ック が 困 難 (王)}

(2)

(3日 目 左

2Wayの 会 話 を

行 な う ことが 望 ま

しい 。

とが 困難 な た め廃

止 した 。

(31オ ン ・ラ イ ン 化 に は 管 理 プ ロ ⑤ ソフ ト開発 ・シス テ ム維 持 の (4)
この チ ェ ック機 構

グラムの開発が必要 コス トが彪 大 で ある 。
(5),

は,厳 密に 行 な う

これは利用者が自分の要求を自分 これ は利 用者 とシス テ ム のモ ニタ これ は利 用者 の要 求 をシス テ ム の 利用者が 日常言語で,そ の内容を
と 面倒 であ る。

で分 析 して,検 索 コ ー ドに 翻訳 し 一 との間 で のオ ン ・ラ イ ンの会 話
専門 ス タ ッフが 分析 して,検 案 コ 記述 した もの を シ ステ ムで 自動 的

て シス テ ム に送 って来 る と,そ の に よ って,望 む デ ータに 接近 す る 一 ドに 変 換 して セ レクシ ョンを行 に分 析 し,検 索 コ ー ドに 変換 する
(註2)JICSTの 複 写

検 索 コ ー ドでシ ス テ ムが セ レク シ も ので あ る。IR技 術 と しては, な うも のであ る 。 この方式 で の一 ものであ るが,こ れ に は言 語 と意
申込において約5

ヨンを行 な うもので あ る。 このた 1っ の理 想 であ る が,現 在 の技術 般的 問 題 は, 味の問題の基礎的研究を必要とす
%は 申込者の書誌

め に は, では コス トを あ ま り意 識 しない で (1)分 析ス タ ッフ の訓 練 と 人員確 るので,こ こ5年 以 内の 実用 は困
デ ータの 記 入 エ ラ

ω 要 求 分析 と検 索 コ ー ド化 のマ より限られた場面で実施が可能で 保 の問 題点 。 難 で あろ う。

一が あ る 。

ニ ュアル を完 備す る こ と。 あ る 。 ② 分析パターンの理論的解明

② 利用者がその使用に習熟する に あ る 。

か,そ の専門家を雇用する必

要 があ る。
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s

とい う人 間 の 持つ ソフ トで フ レ キ シ ブル な性 質に よ る もの で あ る 。

このた め に 「流 し読 み 」Bransingや,会 話形 式の 検索 シス テ ムを

必要 とす る 。また これ が,検 索 効率 を定 量化 す るに あた へて,

ftrelevancy"の 規 定 が非 常 に むつ か しい理 由で もあ る
。(「 情

報 を 入 手 す る ことに よ って 自分 が 変わ り,そ の 変わ った こ とに よ っ

て 自分 自身 を1つ の成 分 と して含 む 全 体に 影 響 を与 え ,全 体 が変 わ

ることに よ ・てそ の成分である自分に再び影響を受け る」 とゆ こ

との起 る系 を記述す ることは,極 めて困難で ある。それが人間を含

む 系の シ ステ ム概 念 を 困難 と してい る し,予 測 ,評 価 の問 題 を困 難

に して い る し,組 織 の概 念や,タ グ記号の 構 造 の 解 明 を も困 難 に し

て い る。 この 問題 は後 で 再 び触 れ る ことに す る。)

この事 か ら単 純な 内容 の デ ータは 別 と して ,少 しこみ 入 一た内 容

の デ ータ を 扱 う あ らゆ る検 索 システ ム にお いては ,そ の検 索 結 果

を 人 間 が も う1度 点検 した り,再 セ レ クシ ョ ンを行 な う こと を前 提

と して,ノ イズ の混 入 を相 当程 度許 容す る設 計を して い る の で あ

る 。

機械 が 行 な うフ ァイ ル ・サ ーチ は,人 間の 持つ フ レキ シ ビ リテ ィ

ーを 持ち得 な い ので
,極 め て ハ ー ドな シ ステ ム とな る。 タ グ ・フ ァ

イ ル に は2つ の 部 分 か ら成 って い る 。

1.デ ー タ ・フ ァイ ル の中 の個 々 の デ ータ と1対1の 対 応 を 持 つ

ア ドレ ス ・フ ァイ ル(す なわ ち,デ ー タ ・フ ァイル の 中 で その

デ ータ の格 納 され てい る番 地)

2、 個 々 の デ ー タの 内容 を表 現す る タ グ ・フ ァイル 。 これ は1つ

の タ グ と,い くつ か の デー タ のア ドレス とが1対 多 の対 応 を 持
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ってい る 。

これ に対 し,検 索 コ ー ドは 最 も一般 的 に は,タ グ

結 合 の構 造 を もつ,こ の 関係 を次 表 に あ げ てお く。

デ ー タ結 合 ア ドレス集合 タ グ 集 合

D・
、 、 多1対 応

閨 、
D

1対 応

a・b=二1AnB＼ ミφ

=OAnB=φ

AnBの 各

エ レ メ ン ト

A>s〈φB>RφAUBの

の少 くと もどちら 各エレメント

かが成立す るとき

A=B=φ

a・ ～b=1:A>s〈 φ でAn-Bの

A＼Bの と き 各 エ レ メ ン ト

A=φ 又 は

A=Bの と き

・コ ー ドの 論 理

質 問 式

a.b

∴

a,b:タ グ ・コ ー ド

A,B:タ グ コ ー ドと 対 応

す る ア ドレ・ス 集 合

の 部 分 集 合

DA,DB:ア ドレ ス 集 合 と

1:1の 対 応 を 持

つ デ ー タ 集 合

∩:集 合 の 積

U:集 合 の 和

φ:空 集 合
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も

この検 索 コ ー ドと要 求 との 関係 は次図 の よ うに な る。要求 は ,よ く

質問式

a・b

aVb

a・ ～b

タ グ ・コ ー ドの集 合 タグ ・コー ドが表

現する内容の集合

要 求

F(α,β)

分 析す る と タ グ ・コ ー ドが表 現す る内容 の(ま だ よ く解 明 され て いな

い)函 数 とな る で あろ う。(F(α β)と 表現 してお く 。)そ の 内容

を,よ り広 く把 えた タグ ・コー ドが,よ り狭 く把 えて タグ ・コ ー ドの

論理 結合 で近 似 して 質 問式 の 中 に把 え た もの で あ る。

単な る論 理結 合 で な く統 計 的重 みを 考慮 す る試 み もあ るけ れ ど,現

在 の所 実 用 的で は な い 。又,グ ラフィック に表現 で きる(或 いは す べ き)

デ ー タ(例 えば 化 学構 造 式の 検索 な ど)ア ナ ロ グ ・デー タの 場合
,そ

れ を デ ジタル表 現 した 上 で,論 理 結 合 の代 りに結 合構 造 パ ター ンに表

現 し,パ タ ーンの マ ッチ ン グ,又 は構 造 的包含 関係 を用 い,ア ナ ログ

・デ ータを ,ア ナ ロ グ形 の ま・まで マ ッチ ングさせ る技術 は,基 礎 研 究

の域 を 出てい な い 。

サ ーチの オ ペ レ ーシ ョ ンには,フ ァイ ル を最 初 か ら終 り まです べ て

一 定順 序 で探 す シ ーケ ンシ ャル ・サ ーチ と質 問 式 を構 成 す る タ グ ・コ

ー ドを テ ー ブル ・ル
ック ア ップ し,そ の タ グ ・コ ー ドに対 応 す るア ド

レ ス ・コ ー ド集合 の中 で 質問 式の 構 造 とマ ッチ す る(質 問式 の値 を1

にす る)ア ドレス ・コ ー ド集合 エ レ メン トを 求 め るもの と の2つ が あ

る 。
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シ ーケ ンシ ャル ・サ ーチ は

(1)タ グ ・フ ァイ ル が コ ンパク トな と き。(例 えばMTフ ァイル

で あ れ ば1本 か高 々 システ ム の持つMT装 置 の台 数 以 下 の ときO

② 殆 ど リ ーデ ィ ン グに近 い よ うな検 索 の とき(例 え ば すべ て の

デ ー タを利 用 者 の指 定 す る カ テ ゴ リー別 に仕 分 け る よ うなとき。)

に有 効で あ る 。それ 以 外 は ル ック ・ア ップ方 式 が有利 で あ るか,安 定

した高 速 の ラ ンダ ム ・メモ リーの 開発 が大 き い フ ァイル の と きに は問

題 とな る。又 フ ァイ ル を常 置 して お くコス トも大 きい もの とな る 。

♂

7デ ー タ 出 力

デ ー タ ・フ ァイ ルか ら デ ー タを と り出す 手 段 は,多 くの 形式 が 可 能

に な りつ つ あ る 。それ と,技 術 的 に不 可能 な も の,経 済 的 に成り立ち得

な い もの を除 い て,現 在 お よび近 い将来 に可 能 に な るで あろ う もの を

次 表 にあ げ て お く。 こ の 中 でOCR,音 声 の認 識 と発 生,ホ ロ グラム

な どは実 用技 術 と して 早 く完成 され る ことが 望 まれ る。

尚色 彩 お よび 濃度 の 階 調 の入 った ア ナ ログ ・デ ー タ につ い ては各 手

段 で取 扱 い が可 能 であ るが,忠 実性 と安定 性 に ま だ問題 が あ る。又,

字 画の 多 い漢 字 の マイ ク ロ形 式 ・超 マイ ク ロ形 式 に よる処 理 に おい て,

特 に レ ンズ の空 間 周波 数特 性 に少 し問題 が あ る。

亀

〆
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記
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マ イ ク ロ 形 式
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ホ ロ グ ラ ム

マ シ ン ・

リ ーダ ブ ル

音 声

VTR

E,VR

ぺ

|
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ン

ト
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プ リ ン ト

機
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プ リ ン タ ー

CRTに よ

る コ ンタ ク

トプ リ ン ト

マ
イ

ク

ロ

形

式

マ イ ク 白

カ メ ラ

コ ン タ ク ト

プ リ ン ト

プ リ ン タ ー

マ イク ロカ

メ ラ/特 殊

プ リン ター

マ イ ク ロ

カ メ ラ

ホ

ロ

グ

ラ

ム

【

超

マ
イ

ク

ロ
形

式

十

コ ン タ ク ト

プ リ ン ト
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8回 答 の 編 成

出力 した デ ー タを回答 に編 成す るプ ロ セ スは,大 き く分 け て次 の4

つ の種 類 が 考 え られ る 。

{1)デ ー タ出 力 そ の も の が 回答 とな る場 合

② 出力 した デ ー タに取 捨 選 択 を加 え る場 合

{3}出 力 した デ ータに 定 型 的 な加工 を加 え る場 合 。(非 常 に簡 単 な

もの で は,出 力 した多 くの数 値 に 対 し平 均 値,分 散,偏 差 の計算

を行 な う とか,或 い は,利 用者 側 で指 定 した プ ロ グラムに よ る計

算結 果 な ど)

四 依 託 調査 ・研 究 の 一 環 と してDB機 能 を持 ってい る場合 。

(1}～(3)は 純 然た るDBで あ るが,{4}はTTと の境 界 領域 とな る。公 共

的 なDBの 場合,(1},{3)の 機 能 だ け で 充分 そ の存 在 意 義 が あ る。又 学

術 的 なDBの 場 合 も同 様 であ る 。 しか し商 業機 関 と して のDBが(1},

{3)だけ で成 立す るか 否か に は 問題 が あ る 。何 らか の レベ ル で(4}の 機 能

を必 要 とす るで あろ う

6

9デ ー タ(質 問)の 伝 送

デ ータの 伝 送 技術 と して は常 識 的 に 郵 送,メ ッセ ンジ ャー,電 話,

加入電 信,デ ータ通 信 が あ げ られ るが,TV電 話(こ れ か ら コ ンタ ク ト

・プ リ ン ト可能) ,電 話 機 と キ ーボ ー ドの 連 結(組 み込 まれた もの 以

外に,差 し込 み に よ る入 出 力 タイ プ ライ タ ー),小 型 フ ァク シ ミ リ等,

多 くの 種類 の実 用可 能 性 があ る 。

これ に 対 す る利 用側 か ら の要 求 を仕 様 の形 でま とめ る必 要 が あ る。
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10オ ペ レー シ ョ ン ・デ ー タ とプ ラニ ング ・デ ー タ

情 報 要求 に2つ の型 カ レ ン ト系 と シ トロスペ クテ ィブ系 が あ る こと

は す でに 述 べ た が,要 求 す る デ ータに も2つ の型 が あ る。それ は定 常'

業 務 の中 で必 要 と する もの(オ ペ レ ーシ ョ ン ・デ ー タ)と.新 しい 計

画や 大 きい プ ロ ジェ ク トを 立 てる と きに 必要 な デ ータ(プ ラニ ング ・

デ ー タ)で あ る。

オペ レ ー シ ョン ・デ ー タの 方 は,一 般 的 に言 えば,カ レ ン ト系 の 要

求 に 属す る.シ トロス ペ ク テ ィブ系 の要 素 が入 る と して も過 去 に逆 上

る年数 が短 か い(す な わ ち デ ータの 有 効 寿 命が短 か い)た め,フ ァイ

ル の サイ ズ が 比 較 的小 さ くて よ い。 又,検 索 条 件 も 明確に しや す い た

め,SDIも 可 能 であ る 。

こ のた めに,オ ペ レ ー シ ョ ン ・デ ータに 関 す るDBを 造 る こと は ,
、

比 較 的 容 易 であ る。(カ レ ン ト系の情 報 流 通 は 発 信指 向 的 で あ るか ら,

コス ト ・パ ーフ ォ ーマ ンス を 高 くす る こ とが で き る 。)特 に多 量 の デ

ー タ ・ソース を身近 か に 持 つ所 な らば
,独 立 したDBで な く とも,そ

の役 割を 果 し得 る 。

これ に 対 し,プ ラニ ング ・デ ータの 場合 は,一 一般 的に は シ トロ スペ

ク テ ィブ系 の 要求 で あ る・そ して,相 当古 い デ ータ も,又 多 くの種 類

の しか も信 頼性 の 高 い デ ー タを必 要 とす る。 すなわ ち,高 品 質 の デ ー

タの大 きい フ ァイ ルが,種 々の 分野,多 種 類 の デ ー タにつ い て維 持 さ

れ ねば な らな い し,そ のい くつか の フ ァイ ル をい つ で も同時 に利 用 で

きな け れ ば な ら な い 。

この フ ァイ ル の中 の デ ー タの利 用 頻度 に つ い ては,次 図 に 示す よ う

な 傾 向が 知 られ て い る。
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す なわ ち,利 用 回 数 の少 ないも¢が 圧倒 的 に 多 い ので あ る 。 この こと

は,コ ス ト ・パ ニフ ォ ーマ ンスを 高 め るた め に は 利 用 頻度 の少ないデー

タを カ ッ トした 方 が有 利 とな る。 これ は商業 的DBの 場合 には 可能 で

あ るが,公 共 的 性 格 を 持つDBの 場合 は 許 され な い 。

プ ラニ ング ・デ ータ を供 給 す る ため のDBば ,公 共 的投 資 に よ らな

け れば 先 ず成 立 しな い(少 なくともDBの 発生 期 にお いて は
,公 共財 と

考 えね ば な らな い)と み るべ きで あ る。そ こで 問題 と な るの は ,オ ペ

レ ーシ ョ ン ・デ ー タに 関 して ,需 要 が あ る もの に つ い てはDBが 自然

発 生 的に 造 られ て 行 く可 能 性が あ る。一方 ,プ ラ ニ ング ・デ ー タに 関

して は公 共 投資 に よ って 計画 的 に造 らね ばな らな い 。 この両 者 は,一

方 が あれ ば 他 方 はな くて も よい とい う性 質の も ので は な い 。
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情 報 流通 の 場 面に お い ては,国 家統 制 的 な考 え方 を極 力 警 戒 す べ き

で あ る 。 公 共 投 資 の 場 合 に お い て も,民 間のDBを 圧迫 す る形 で あ

っては な らな い 。

自然発 生 的 に で き る もの と,計 画 的 に造 る もの とが相互 抑 圧 す る こ

と な く共 存 させ るた めに は,そ れ らが ネ ッ ト ・ワ ーク で結 ばれ るこ と

と,そ れ ら の間 を調 整 す る モニ タ ー機構 が必要 とな る。 このた め に は ,

1.公 共 的 な もの は 勿論,民 間 のDB機 能 を積 極 的 に育成 す る ,財

政 的 ・制 度 的 バ ック ア ップ

2、 民 間 で は運 営 で きな い性 質 のDB設 立 の た め の投 資

3.'ネ ッ ト・ワ ーク構 成 のため の投 資

4.'DBに 必 要 な 技 術,機 器,ソ フ トウエ ア開発 のため の投 資

に 対 し,政 府(或 い は 地 方公 共 団 体)は 積 極的 姿 勢 を示 す べ き で あ る。

11ネ ッ ト ・ ワ ー ク

DBに お け る ネ ッ ト ・ワ ー ク は ,2つ の 場 面 が あ る 。1つ は,「D

Bの 基 本 的 機 能 」 で あ げ た い く つ か の 機 能 の 間 を 如 何 に 結 ぶ か?と い

う 場 面 と,も う1つ は い く つ か の フ ァ イ ル を 如 何 に 結 ぶか?の 場 面 で あ

る 。 前 者 を 主 と し て1つ のDB組 織 内 の 問 題 と し て 考 え,こ こ で は 後

者 を 中 心 と し て ネ ッ ト ・ ワ ー ク 問 題 を 取 上 げ る こ と に す る 。

Si:デ ー タ ・ ソ ー ス

CTj:収 集 タ ー ミ ナ ル

DBh:デ ー タ ・バ ン ク

STe:サ ー ビ ス ・ タ ー ミ ナ ル

Um:利 用 者
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M:モ ニ タ ー

と す る と,こ れ ら の ネ ッ ト ・ ワ ー ク 構 成 上 の 問 題 点 を 先 ず 摘 出 す る こ

と か ら 始 め よ う 。

1.SiとUmの 関 係

ネ ッ ト ・ ワ ー ク の モ デ ル と し て,ソ ー ス と 利 用 者 の 位 置 づ け に1

つ の 問 題 が あ る 。

モ デ ル1.Si

D

CT

/、
{ST

Q

Um

DData

QQuestion

AAuswer

モ デ ル2. DB

e

■

(CT=ST

D Q A

Si=Ui

モ デ ル1で は ソー ス と利用 者 を 全 く異 な る集合 と して捉 え る立 場 で

あ る。 モ デル2は,ソ ース と利 用 者 を同 じ集合 の 中で 捉 え る立 場 で

あ る。

モ デ ル2は,ソ ース,DB,利 用者 で閉 じた 系 を造 る場 合 で,メ

デ ィ ・コ ミ ・社会 の モ デ ル化 で あ る。現 在,情 報 社会 の黎 明期 に あ
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6

って,社 会 の 中 で情 報 現 象 に関 す る社 会慣 習 が 確立 され て い な い 。

そ の慣 習を 確 立 して行 く ことが.情 報 に関係 す る者 の1つ の 任務 で

もあ る 。そ のた め に は,モ デ ル1に よ る よ りは,モ デ ル2で 考 え る

方 が有 利 で あ る。す な わち 社会 の各 メ ンバ ーは,自 分 自身 が ソース

で あ り,又 利 用者 で あ る こ との 自覚 と,DBに よ って 結 ばれ る コ ミ

ュニ ケ ーシ ョ ン社 会 の 一 員 と して ,ソ ース と しての権 利 と義 務,利

用者 と しての権 利 と義 務 を確 立 す る必 要 性 の認 識 を持 たせ や す い か

ら で あ る、。 そ して,地 域 社会 の開発 に お い て,モ デ ル2の 形 で のD

B機 能 を,開 発 計画 の重 要 な ポイ ン トと して組 み 入 れ る こ とが必 要

であ る 。

2.ト リ ー 連 結 と メ ッ シ ュ 連 結

ネ ッ ト ・ワ ー ク を ノ ッ ドと ノ ッ ドの 連 結 と し て み る と,ト リ ー 連

結 と メ ッ シ ュ 連 結 が 考 え ら れ る 。

ト リ ー連 結

＼、＼＼

○

/

/

//
ノ

'

/,'

メ ッ シ ュ 連 結

ト リ ー 連 結 の 場 合,コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 効 率 は ・,発 信 指 向 的 に は

極 め て よ い 。'こ の た め,現 在 の マ ス ・コ ミ 子 ニ ケ ー シ ョ ン で は こ の
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形 を と る傾 向が 強 い 。(民 放 に おけ る系列 化,新 聞社 と配 達 会社 の

系列化 な ど)そ して,カ レ ン ト系 の情 報 サ ービス も,こ の 形 を と る

もの が多 い 。(出 版 業 な ど は,主 と してこの 形 であ る し,天 気 予報,

交通 情 報 の 電話 サ ー ビス な ど も,こ の形 と して捉 え るこ とが で きる。)

利用者 が 自分 で操 作 で き る範 囲 の ス イ ッ チ機 構 でセ レク シ ョ ンが

可 能 で あれ ば(例 え ばTVや ラジオ の ダイ ア ル の よ うな),こ の 方

式 が効率 的 であ る。

い くつ か の種 類 の情 報 が 混 合す る よ うな要 求 に対 して は,ト リ ー

連 結 で は問 題 が 起 る。す な わ ち,DB間 の ネ ッ ト ・ワ ークが 必要 に

な る要 求 に対 し て は,ト リ ー構 造 は利 用 者 指 向 的に み て 効率 が悪 く

な る 。

一 応現 在 の段 階 で考 え られ る ネ ッ ト ・ワ ークは ,

Si

CTj-

DBh

STm－

又 は

STm-

STm－

が 合 理 的 で あ ろ う 。

CTj

D.Bh

DBe

DBh

STn

Uo

ト リ ー 連 結

ト リ ー 連 結

メ ッ シ ュ連 結

メ ッ シ ュ 連 結

ト リ ー 連 結

鳴

3.DB間 の ネ ッ ト ・ワー ク

DB間 の ネ ッ ト・ワ ークに つ い てはDB間 が 直 接連 結 され る場 合

と,DB間 をSTが 結 ぶ 場合 が考 え られ る 。
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モ デル1で は,ST-DBが トリー連 結 に な って い て,ク リア リ

ン グ機 構 がDBと 結 ば って い てDB間 メ ッシ ュを維 持す る もの で あ

り,モ デ ル2は,ST-DBが メ ッシ ュ連結 に な って いて ク リア リ

ング機構 がSTと 結 ば って い る場 合 であ る。 この両 者 の優 劣 につ い

て は,現 在 の 段 階 では 結論 が 出 せ ない ので 更 に検 討 を要す る 。

しか し,原 則 と して,独 立 した い くつ か の フ ァイル を,プ ロセ ッ

シ ング ・ユニ ッ ト間の 情 報 交 換 で デ ータをや りと りす る可能 性 が な

け れ ばな らな い 。 この た め の ソフ トウ ェアの 開 発 も必 要 で あ る。

'

4.モ ニ ター機構

DBが 直 接 にせ よ,STを 通 して に せ よ相 互 に連結 して 全 体 の パ

ーフ ォーマ ンス を高め るた め に は
,ソ ース,利 用者 を 含 め た コ ミュ

ニ ケ ーシ ョ ン系 として の コ ン トロールが 必 要 で あ る。 この コ ン トロ

ールを 可 能 に す る ,シ ス テ ム ・モニ タ ーは,計 算 機 シ ス テ ムの場 合

の よ うに,シ ステム の外 か ら与 え るの で はな い 。 シス テ ムの 中 で造

り出す もの で あ る 。(か つ て の行 政府 が,シ ステ ムの外 か ら コ ン ト

ロ ールす る イ メ ージは,こ れ か らの社 会 では 成 立 しな い 。)

しか し,こ のモ ニ タ ー機 構 の成 立 と維 持 に 関 す る 理論 は 確 立 され

てい な い 。す な わ ち,自 分 で造 り出 した もの に よ って,自 分 の 属す

る集団 の性 格 が 変 り,その集 団 の変 革 が 自分 に影 響 し ,そ れが リカ ーシ

ブに 連 結 を 持 つ 系 の解 明 で,多 くの 問題 が 行 きづ ま って しま って い る

の で あ る・多 くの社会 問題,予 測 の 問題,人 聞 を 含 む系 に お け るシ ス

テ ム概 念,そ してDBに 関係する所 で は タグ ・コー ド管理の問題等 々であ る。

この モニ ター機構 を 通 して の シ ス テ ム ・メ ンバ ーの相 互 コ ン トロ
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H]レ に対 す る何 らか の 考 え方 を 提示 す る こ と も
,DB基 礎 研 委 の テ

ーマ の1つ とな る であ ろ う。

●

5.フ ァイ ル ・シ ェア と信 頼性

DBネ ッ トワ ーク が い くつ か の フ ァイ ルか ら構 成 され る とす れ ば,

この フ ァイ ル ・シェ アの問 題 が 起 る。 フ ァイル 内 の デ ータ に全 くオ

ーバ ー ラ ップが な い とき
,通 信距 離 の ア ンバ ラ ンスが起 り.チ ャネ

ルが 混 む と きの 効 率 が悪 くな る。 又地 震 そ の他 の災 害 な ど で1つ の

フ ァイルが つ ぶ れた ときの危 険 が大 き い 。 しか し,オ ーバ ー ラ ップ

が大 きす ぎて も 効率 が悪 い 。 この オ ーバ ー ラ ップに 対 す る定 量的基

準 が,DB網 の 計 画 に お い て重要 であ る,こ れ もまた1つ の テ ー マ

で あ る。

●

●

12 、シ ス テ ム 記 述 と評 価

以 上 に あげ た よ うな,技 術 的 問 題 を更 に細 か く分 析 して,DB網 を

記 述 す る シス テ ム ・モデ ル を造 る必 要 が あ る 。 この とき ,そ の評価 を

行 な う上 で問題 とな る要素 を あげ る と次 の項 目に ま とめ られ よ う。

1.網 ら 性:利 用者 が必 要 とす る デ ータの 中 ,ど れ だけ

が入 手 で き るか

2.ノ イ ズ:網 ら性 を高 め よ うと した とき,不 必要 な デ

ー タが 混 入 して提 供 され る率 を どれ 位 に収

め るか

3.精 度:デ ー タの正 確 さ,詳 細 さが どの程度 であ る

べ きか
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4.時 間:カ レ ン ト系 の場 合 は デ ータ発生 か ら利 用者

者 の 入手 ま で,シ トロ スベ ク テ ィブ系 で あ

れ ば,要 求 発生 か ら利 用者 入手 ま で の時間

が どれ位 で あ るべ きか

5.ア クロシビリティ:利 用 者 が必 要 な デ ー タを求 め るの に,シ ス

テム アプ ロ ーチす るた めに 要 す る労 力 を ど

の程度 とす べ きか

6.信 頼 性:ど ん な事 態 が起 って も,DB組 が維 持 で き

るか

7.コ ス ト:利 用 者 が デ ータを 入手 す るに要 す る コス ト

・は如 何 に あ るべ きか

(こ の 中に,投 資 コス トも含 め て考 え る)

以 上 の よ うな 要素 に よ って,シ ステ ム評 価 を行 な うため の

ω 各 成 分機能 の 分 析

② 成 分 機 能 間 の 関連 の分 析

(3}そ れ ら を定 量 モ デ ルで記 述

(4)パ ーフ ォー マ ンス 概念 の決 定

を 通 して,記 述 モ デル を 造 るこ と も,次 の段 階 での テ ーマ であ る。

、●

曹

■

ダ

〉

一60二



昭和44年 度デ ータバ ンク研 究の経過報 告

`

今

1.デ ー タバ ン ク懇 談 会

1969年8月7日,8月22日,9月9日,10月7日 の4回 懇 談

会 が 開か れ た 。第1回 か ら第3回 までの 懇 談会 では,議 題 を 設定 せ ず

に デ ータ バ ンク の 実情 紹 介 を 中心 と して 自 由討議 を 行 った ・

(資 料)デ ータ バ ンク を あ ぐ る討論

第4回 懇 談会 では,高 瀬 教 授 の視 察 報告 を中 心 と して,ア メ リカ の

デ ータバ ンク につ い て検討 した 。

(資 料)ア メ リカの デ ー タバ ン ク事 情(CUDI196910月 号)

2.デ ー タバ ンク ・シ ンポ ジ ウ ム

1969年12月6日 ～7日 に わ た り迎 賓館 で シ ンポ ジ ウム を 開催 し,

ア メ リ カの地方 行 政 に お け る デ ータバ ン クお よび わ が 国の 銀 行 と 電 力

業 に おけ る情 報 処 理 シ ス テ ムの報 告 に 始 ま り,デ ー タ論,情 報 の 価 格

形 成,さ らに デ ータ バ ンクの シ ステ ム構 成 な ど,広 範囲 の 問題 が とり

あ げ られ 討論 が行 わ れ た 。

(資 料)デ ータバ ンク ・シ ン ポジ ウム

,

ぢ

⑨

3.ア メ リ カのデ ー タ バ ン クの 実情 調 査

1970年3月8日 ～28日 の間,海 外調 査 団 を ア メ リカに派 遣 し,

政 府,企 業,大 学 な ど,43ケ 所 を訪 問 して,ア メ リカの デ ー タバ ンク

の現 状 と問題 点 を 調査 した 。
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(資 料)ア メ リ カ の デ ー タ バ ン ク

4.デ ー タバ ンク基 礎 研 究委 員会

1970年2月2日 に研 究 委 員 会 が発 足 し,5回 の 会 合 が 持た れ た 。

この 委員 会 の 下 部機 構 と して,シ ステ ム ・グ ル ープ,ネ ッ ト・ワ ー

ク ・グル ープ,価 値 グル ープの3つ の 小 委 員会 が 設 置 され た 。

第1回1970年2月2日

研究 委 員会 の 進 め方

小委 員 会の 設 置 と分 担

第2回1970年2月17日

デ ータ論 お よび官 庁 統 計

第3回1970年3戊]31日

海 外 調 査 団 の 出張 報 告

第4回1970年6月2日

ア メ リカ の デ ー タバ ンクの検 討

第5回1970年6月24日

各 グ ル ープの デ ー タバ ンク 研究 に関 す る報 告

(1}シ ス テ ム ・ グ ル ープ

1970年3月25日,4月1日
,5月22日,6月2日,6月

30日 の5回 会 合 を 持 ち,シ ス テ ム 開 発 の 事 例 を 選 び
,デ ー タ バ

ン ク の あ り 方 を 研 究 す る 方 法 論 を 検 討 し た 。

(2}情 報 ネ ッ ト ・ ワ ー ク ・ グ ル ー プ

1970年3月3日,4月13日,5月6日
,-6月15日 の4同

一62 一
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会 合 を持 ち,意 見 交換,問 題 の発 掘,通 信 ネ ッ ト ・ワ 一二クとの 比

較,問 題 の 整理 と具体 的 アプ ロ ーチの 検 討 な どを 行 った 。

⑧ 情 報価 格 形 成 グル ープ

1970年4月15日,5月20日 ,6月11日 の3回 会 合 を持

ち,情 報価 値 の 理論 的研 究 とともに情 報 提 供の諸 事 例 に つ き,如

何 に 価格 形 成 が 行 わ れ て い るか を 調査 した 。

ど
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